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SPARC Japan ニュースレターでは、各回セミナーの報告に講演や全体議論を書き起こしたド

キュメントを加え、さらにそのほかの SPARC Japanの活動をご紹介します。 
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SPARC Japan 運営委員会 
SPARC Japan運営委員会の会議資料をウェブサイトで公開しています。 

http://www.nii.ac.jp/sparc/about/committee/ 

 

SCOAP3支援 

第 5期 SPARC事業の達成目標の一つとして「国際的な OA イニシアティブとの協調」およ

び「学術情報流通にかかわるアドボカシー活動」を掲げ、その具体的活動として SCOAP3（ス

コープ・スリー）を支援しており、日本参加機関の取りまとめと広報活動を行っています。 

SCOAP3（Sponsoring Consortium for Open Access Publishing in Particle Physics）は、スイスの

CERN（欧州原子核研究機構）が中心となり高エネルギー物理学分野の査読付きジャーナル論

文のオープンアクセス化を実現することを目的とした国際連携プロジェクトで、日本では高

エネルギー加速器研究機構、国公私立大学図書館協力委員会、および国立情報学研究所（NII）

が 2011年に共同で関心表明 EoIに署名し、NII が National Contact Pointとなりました。 

フェーズ 1（2014年～2016年）における日本の参加機関は 34機関で、フェーズ 2（2017年

～2019年）は 2017年に 40機関、さらに 2018年からアメリカ物理学会が対象誌として加わっ

たことをうけ、67機関が参加を表明しています。「大学図書館と国立情報学研究所との連携・

協力推進会議」のもとに設置されるタスクフォースでは、拠出金額の算定方法を定めるほか、

参加意向と拠出金額の確認などを行うとともに、物理学研究者向けにも広報活動を行ってい

ます。また日本参加機関の拠出金は毎年 NIIが取りまとめて CERN に支払い、各参加機関は

NIIに支払っています。 

詳しい内容はWeb サイトをご覧ください。(http://www.nii.ac.jp/sparc/scoap3/) 
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■ SPARC Japan セミナー報告 

 

第 2回 SPARC Japan セミナー2017 (オープンアクセス・サミット 2017) 

「プレプリントとオープンアクセス」 

2017年 10月 30日（月） 国立情報学研究所 12F 会議室 参加者：63名 

 

本セミナーでは、オープンアクセスの展開において不可欠な要素であるプレプリントサーバについて取り上げ

ました。プレプリントサーバの機能と変遷を確認しつつ、研究者と出版者からの発表を交えて、研究推進への寄

与、持続性のあるビジネスモデルの構築、質の確保などの将来の課題を含めて議論しました。 

次ページ以降に、当日参加者のコメント（抜粋）、企画後記およびドキュメント全文（再掲）を掲載しています。

その他の情報は SPARC Japan の Webサイトをご覧ください。(http://www.nii.ac.jp/sparc/event/2017/20171030.html) 

 

概要 

オープンアクセスは、主にリポジトリを活用するグリーン OA と、ジャーナルを無料化するゴールド OA と呼

ばれる方法のいずれかによって実現されると考えられている。arXiv を嚆矢とする分野別プレプリントサーバはこ

れまでリポジトリの一種別として位置付けられ、かつ、査読の前の草稿であることが原則であるため、研究成果

の商業的流通への影響が少ない存在として理解されてきた。しかし、なかなかプレプリント流通が普及しなかっ

た化学、生命科学の分野でも近年急速にプレプリント掲載数が増加する傾向が顕著となり、有力な学会誌をもつ

国際学会(ChemRxivの ACS他)や商業出版者(BioRNの Elsevier)がプレプリントサービスの提供に参入してきている。

さらに、これらのプラットフォームはデータ公開を含めて

設計されており、オープンアクセスの展開におけるプレプ

リントサーバの位置づけは大きく変化しつつあるといって

よい。 

今年度の第 2 回目の SPARC Japan セミナーでは、プレプ

リントサーバの機能、運営の約 30年の変遷を振り返りつつ、

この変化の渦中にある研究者からの提言、さらに研究者ネ

ットワークの商業出版者にとっての意義を論じ、研究推進

への寄与、持続性のあるビジネスモデルの構築、質の確保

などの将来の課題を含めてこれからのオープンアクセスを

展望する。  
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参加者から
（大学/図書館関係） 

・プレプリントの価値が認められている分野がある、

そしてこれから最も存在価値が上がりそうということ

をリアルに感じられました。 

・arXiv と SSRNの話の対比は非常に興味深い。持続可

能性についてさらに議論を聞きたい。 

（企業/図書館関係） 

・図書館側からすると、プレプリントサーバの存在は、

まだ注目できていない気がします。今後も、アンテナ

を張っていかないと、研究者の方からのレファレンス

に応えられなさそうです。 

（その他/図書館関係） 

・最近の SPARCセミナーは研究者さんの登壇が多く、

実際に何が必要とされているのか感じ取ることがで

きてとても良いと思います。図書館関係者だけだと研

究の現場で求められていることから外れた独りよが

りになりそうで、視野を広く持つことの大切さが身に

しみます。でも、研究者さんの考えていること、必要

としていること、困っていることを聞くたびに図書館

が考えていることと距離を感じ、どうしたものだろう

かと途方にくれます。研究者は機関を超えて分野ごと

のグローバルなコミュニティでものごとを考えてい

ます。研究機関の図書館の役割はあるのでしょうか？

必要とされる図書館になるには、どうしたらよいので

しょう？〔動画中継視聴者〕 

（その他/研究者） 

・状況確認、updateに役に立った。研究者・論文執筆

者視点（プレプリントを知らないシニアな研究者・学

協会長などが研究者に／学協会に／各自所属機関に

とって役に立つ可能性を感じるのかどうかなど）から

の議論を深めてもよいのではとも思いました。

 

 

企画後記
企画のプロセスで不馴れだったため周りに迷惑を

かけてしまいました。しかしながら、結果としてプレ

プリントに関してさまざまな分野の研究者のみならず、

SSRNのGordonさんにも運良くお話ししていただくこ

とが叶い、大変刺激的なセミナーになって良かったで

す。 

坊農 秀雅 

 （情報・システム研究機構 

ライフサイエンス統合データベースセンター） 

今回 twitter発信を担当しました。今回のテーマ“プ

レプリント”は日頃の業務ではあまり意識しておらず、

大変勉強になりました。研究の速度が増していること

がプレプリントを促進している、との言葉が印象的で

した。各分野の研究者の具体的なお話を聞くことがで

き、プレプリントの分野ごとの浸透状況や出版社と研

究者の関係性など、常に最新の動向を認識することの

重要性を痛感しました。 

笹渕 洋子 

 （早稲田大学図書館） 

今回のセミナーは、プレプリントに重点を置いた企

画でした。図書館職員の方にはまだ自分たちには馴染

みが薄いと思われたのかもしれませんが、コーネル大

学の図書館が arXiv.org を運営しているように、そう遠

くない時期に図書館職員の仕事の一つとなる日が来る

のかもしれません。オープンサイエンス時代の大学図

書館の新たな機能のひとつとして、これからもプレプ

リントには注目していきたいと思います。 

梶原 茂寿 

（室蘭工業大学附属図書館） 
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 第 2 回 SPARC Japan セミナー2017「プレプリントと

オープンアクセス」にご参加いただき、誠にありがと

うございます。本日のセミナーでは、四つの講演の後、

全体議論が行われます。プレプリントに関するセミナ

ーはこれまであまりなかったので、議論して新しい知

識を得られればと思います。 

 

注目される bioRxiv 

 私は 1 年前の 9 月に行われた第 1 回 SPARC Japan セ

ミナー2016「オープンアクセスへの道」で、生命科学

において、研究者はどのような雑誌に投稿するかとい

う話をしました。図 1 はそのときに出したスライドの

1 枚です。私自身は生命科学研究者で、生命科学研究

者から見たオープンアクセスはどのようなものかと考

えたときに、基本的には「ゴールドオープンアクセス」

と呼ばれる、オープンアクセスの費用を論文を出した

投稿者が持つという選択肢ほぼ一択で、オープンアク

セス＝ゴールドオープンアクセスという状況でした。 

 「グリーンオープンアクセス」と呼ばれる、機関ア

ーカイブなどに出すタイプのオープンアクセスはその

言葉自体あまり知られていませんでした。その原因は、

インパクトファクターと呼ばれる数値が付いてない雑

誌には出したくないという研究者が生命科学系には多

いことです。 

 もう一つは、ピアレビューを経た論文のみを業績と

するという伝統があるからだということを昨年 9 月に

お話ししたのですが、それ以降、急速に情勢が変わっ

て、生命科学の分野においても bioRxiv というものが

昨年の後半ぐらいからいわれるようになり、前から

bioRxiv 自体はあったのですが、無視できなくなって

 

 
  
 

第 2 回 SPARC Japan セミナー2017 

 

 

 

開会挨拶/趣旨説明 
 

 
坊農 秀雅 

（情報・システム研究機構 ライフサイエンス統合データベースセンター） 

 

坊農 秀雅 
理化学研究所においてFANTOM(Functional annotation of mouse)プロジェクトの立ち上げに関わっ

た後、埼玉医科大学ゲノム医学研究センターを経て、2007年7月より情報・システム研究機構 ライ

フサイエンス統合データベースセンター(DBCLS)にて統合データベースプロジェクト(統合DB)に従

事。統合DBの広報・普及活動として統合TVや統合データベース講習会AJACSの立ち上げに関わり、

現在は国立遺伝学研究所にて日本DNAデータバンク(DDBJ)と連携して大規模塩基配列データ利用環

境の構築とそれを利用した生命科学研究を行っている。京都大学博士(理学)。 

 

（図 1） 
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きました。余談ですが、これは「バイオアーカイブ」

と読みます。まだあまり広まっていないのですが、か

なり注目されてきています。bioRxiv に挙げられた論

文の中で、この 1 年で大きなインパクトがあったと思

うのは、図 2です。 

 最新の次世代 DNA シーケンサー「HiSeq 4000」に

不具合がある、データがおかしいのではないかという

論文が今年 4 月にピアレビューを経ずに bioRxiv にア

ップされ、われわれの業界では非常に問題になりまし

た。実際にこのシーケンサーから出てきたデータの幾

つかはおかしいのではないかと騒がれていて、現状で

もこれはまだ解決していないのではないかと思うので

すが、そういう状況が非常に素早く研究者に伝わった

ということで、このプレプリントは非常に注目される

ようになってきて、それ以外でも最新の機械に対する

評価は bioRxiv で発信されるということが起きていま

す。 

 今回のセミナーの準備をしている間にも、「Science」

誌に、プレプリントに関する記事が幾つか出ていまし

た（図 3）。エディトリアルにおけるプレプリントの

エコシステム、プレプリントとどう付き合っていくか、

「Science」はそれをどう考えるかというようなことが

書かれているので、これも図書館に行って読んでみて

はいかがかと思います。ここでは詳しくは述べません。 

 私自身の専門である生命科学分野の話ばかりしまし

たが、今日はそれに限らず、プレプリント全般に関し

てお話をいろいろな分野の方からしていただきます。

プレプリント自体や arXiv というプレプリントサーバ

はそれこそ約 30 年前から進められています。生命科

学分野で急に注目されているので、そこに出そうとい

う人も出てきているということです。 

 それ以外の分野においても、例えば化学の分野にお

いても ChemRxiv というプレプリントのサービスが公

開されています（図 4）。商業出版社においても、

Elsevier が SSRN というリポジトリで参入しています。 

 

本セミナーの趣旨 

 本日は、まずプレプリントサーバに関わってこられ

た引原先生にお話しいただきます。そして、変化の渦

中にある、化学分野と生命科学分野の研究者お二人に、

普段されている研究活動も含めてお話しいただき、そ

の中でオープンアクセスの今後についても話し合いた

いと思います。SSRN のマネージングディレクターで

（図 2） （図 4） 

（図 3） 
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ある Gregg Gordon さんにもお話を伺って、議論を進

めます。 

 この会場の内容は YouTube live で配信されています

し、質問事項等は Twitter で発信していただけます。

ハッシュタグ（#sparcjp201702）を付けていただくと

われわれも見つけやすく、こちらで質問にお答えする

こともできると思いますので、ネットで見ている方は

Twitter でハッシュタグを付けて、どの先生への質問

かということも明記していただいて発信していただけ

ればと思います。 
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 私はもともと arXiv.org（アーカイブドットオルグ）

のユーザーであり、また、Member Advisory Board

（MAB）という arXiv.org のアドバイザリーボードに、

国立情報学研究所から選出されて、昨年度からメンバ

ーとして参加しています。 

 arXiv.org がカバーしている分野は主に数理物理です

が、最近はバイオロジーが加わったり、さらに新しい

分野が追加されています。こういう分野について

arXiv.org が何をしてきたかということをお話しすると

同時に、今後どういうことを目指しているか、私の知

る限りでお話ししたいと思います。YouTube に、

arXiv.org がどういう歴史をたどってきたか、何をして

きたかが出ているので、参照していただければと思い

ます（ https://www.youtube.com/watch?v=ntoxZzh0ha8）。 

arXiv.orgのこれまで 

 arXiv.org の創始者は Paul Ginsparg で、ロスアラモス

国立研究所の彼のデスク上の HP のサーバから

arXiv.org は始まっています。それが 1991 年で、イン

ターネットが始まる前です。私が在外研究に行ったの

が 1993 年で、その直前は BITNET などが連絡手段で

した。その時代にメールベースで始められたのがそも

そもの始まりです。 

それをまとめると図 1 に書いてあるとおりです。高

エネルギー物理学の論文のやりとりを創始者の

Ginsparg が始めました。お互いに論文をやりとりして、

共有して、必要なものをこのメールベースのデータベ

ースに早く入れるようにする、あるいはそれをアーカ

イブして置いておくということが行われました。

それから 20 年たったことをきっかけに、2011 年に

コーネル大学の図書館に移行しました。私自身が在外

第 2 回 SPARC Japan セミナー2017 

arXiv.org の次世代システムの公開と戦略 

引原 隆士 
（京都大学図書館機構長/arXiv.org 会員コンソーシアム代表）

講演要旨 

arXiv.orgは、1991年にロスアラモス国立研究所で物理学分野のプレプリントサーバとして設立され、その後、数学、非線形

科学、計算機科学、統計学、計量ファイナンス等へ領域を広げた。2011年に Cornell 大学図書館が運営している。本年、新

たに電気システム科学、計量経済学のカテゴリーを増やし、次世代システムの概要を固めた。ボードメンバー会議から、新シ

ステムのアイデアと arXiv.orgの今後の戦略について情報提供する。

引原 隆士 
1987 京都大学大学院工学研究科電気工学専攻博士課程修了。2001年京都大学大学院工学研究科教

授。京都大学工学博士。この間コーネル大学客員研究員。2012より 京都大学図書館機構・機構

長・附属図書館長。現在、内閣府オープンサイエンス推進に関するフォローアップ検討会委員、文

部科学省第9期学術情報委員会委員。 
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研究に行っていたのがコーネル大学で、それは 1993

～1994 年ぐらいでした。その当時はライブラリはあ

まりこういうことを意識していませんでした。昨年、

コーネルライブラリのミーティングに久しぶりに行っ

て、どういう形でここに移行したかという経緯なども

いろいろお聞きしました。それが今、エコシステムと

いうか、そもそも始められたシステムをどうこれから

発展させていくかという大きな契機になっていると思

います。 

 分野については、1991 年に高エネルギー物理学の

分野で始まっています。その後、1997 年に数学、1998

年にコンピュータサイエンス、2003 年に quantitative 

biology、2007 年に statistics、2008 年に quantitative fi-

nance で始まり、ここでいったん発展は止まっていま

す。ところが、今年 2017 年 9 月 18 日に EESS

（electrical engineering system science）が加わりました。

さらに、economics が 1 週間後の 26 日に加わっていま

す。 

 物理で始まって、物理の関連で次に数学が始まった

というのは分かりやすいのですが、この後どのように

発展していくかということを決めて、現在に至ってい

るかというのが重要なキーになります。 

 図 2 は 2011 年に 20 周年を記念してまとめられたも

のです。20 周年の時点では、月ごとのサブミッショ

ンの増加は左上のグラフのようになっています。週ご

とのダウンロードの増加は右上のグラフのようになっ

ています。指数関数的に増えているということが見て

取れると思います。 

 このダウンロードの対象あるいはサブミッションの

対象になっているのが下のマップに示されている分野

です。このような比率で入っていたのが 2011 年です。 

 今後これがどう変わっていくかというのが arXiv.org

の中では非常に重要な観点です。これから広がってい

く分野を加えつつ、それまでの分野を arXiv.org とし

て維持していく、その流れをどうやって判断していく

かというのが大きな課題になっています。 

 プレプリントサーバとしては、arXiv.org は 1991 年

に始まりましたが、bioRxiv は 2013 年に始まりました。

それ以外にも図 3 のようなものがあります。arXiv.org

と bioRxiv は今、かなり連携しています。お互いの運

用に関しても情報交換しており、これが今の bioRxiv

の発展をサポートしていると思っていただければいい

と思います。 

（図 1） 

Short history of arXiv.org
 1991 GINSPARG, Paul, Repository Alert System                                  

hep-th@xxx.lanl.gov       (before internet) 

High Energy Physics

 2011   → Cornell University Library

Categories Expansion:

Physics (1991), 

Mathematics (1997), 

Computer Science (1998), 

Quantitative Biology (2003), 

Statistics (2007), 

Quantitative Finance (2008), 

EESS (Sep. 18, 2017), Econ (Sep. 26, 2017)

GINSPARG, Paul. “ArXiv at 20”. nature. vol. 476, p. 145-147, 2011

（図 2） 

GINSPARG, Paul. “ArXiv at 20”. nature. vol. 476, p. 145-147, 2011

（図 3） 
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 ソーシャルサイエンスの SSRN など、パブリッシャ

ー側に移ったアーカイブもあります。パブリッシャー

側に移ったアーカイブは、もうビジネスに移ったもの

と見ています。ですから、研究者側にあるアーカイブ、

ビジネス側にあるアーカイブの二通りあるということ

です。これを同一に話ができるかというと非常に難し

い面があります。 

 arXiv.org は昨年 2016 年からドネーションを始めて

います。ドネーションのページがあり、ダウンロード

する側とサブミッションする側、両方のユーザーに、

このシステムを維持するためのドネーションをお願い

しております。これがかなり大きな額で、arXiv.org を

支えています。 

 

統計で見る arXiv.org 

 arXiv.org のサブミッション数は 2012 年に約 84,000

で、それからどんどん増えていって、2013 年に約

92,500、2016 年に約 113,380 です。ダウンロード数は

2016 年に 139 百万です（図 4）。ですから、膨大な数

のダウンロードが始まっているのです。 

 中にどれだけ面白いものがあるかということが当然

重要ですが、arXiv.org の趣旨は、パブリッシュされる

前の論文ができるだけ早い段階でユーザーに伝えられ

るということです。今はこれをいろいろな検索エンジ

ンがウォッチしていて、いろいろなところからこの情

報が上がったということを出せるような仕組みに変わ

りつつあります。ですから、当初のメールベースのも

の、それからインターネットが始まったときにこのサ

イトにアクセスしたら見られたというものから、検索

エンジンを介して提供するという状態にだんだん移っ

ています。 

 図 5 はサブミッションの変化です。2017 年現在で

約 12 万あります。1 日に 500～600 サブミッションさ

れます。これを処理しなければいけないのです。この

処理をコーネル大学のグループが今行っています。 

 それをもう少し統計的に見ると図 6 のようになって

います。1992 年は微々たるものだったのですが、現

在はここまであります。サブミッションは、日本とは

違い、夏休みはやはり少なく、クリスマスも少ないで

す。この波が大体毎年同じような傾向をたどっていま

す。これは増加を総量で書いているので、その年々で

出すと大体フラットな変化をしています。加算してリ

ニアに増えています。 

（図 4） 

arXiv.org Now

（図 6） 

Statistics

（図 5） 

Data: Submission

500-600/day
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 これではよく分かりませんので、もう少し分野ごと

に見てみます（図 7）。左はトータルの数で見たもの

ですが、割合に変えると右のようになります。当初は

高エネルギー物理学だったので青色のところがほとん

どだったのですが、それが時がたつにつれて大きく変

わっていきます。Condensed matter physics が増えてい

る時期もあります。Astrophysics、 condensed matter 

physics が 2000 年あたりに高エネルギー物理学と同じ

ぐらいの比率になります。その時期に数学が少しずつ

増えていき、現在では高エネルギー物理よりも数学の

割合が高いです。総数が増えているから、総数の中の

数で見ていただかなければいけないのですが、他の物

理やコンピュータサイエンスも増えていることが分か

ります。 

 この変化を見ながらサーバとしての運営をしていて、

例えば mathematics の中でも細かいカテゴリーを付け

ていく、あるいは condensed matter physics の中でも細

かいカテゴリーを付けていくことによって見えやすい

ものに変えていくというような変化をさせています。 

 このうち、サブミッションとダウンロードを行って

いる国の内訳は図 8 です。まず、arXiv.org を支えてい

るアメリカのコンソーシアムが 18％、アメリカのノ

ンコンソーシアムが 21％と結構多いです。一つ一つ

の大学や研究所がコンソーシアムとして組んでいる部

分と、そうでない部分が大体同じ比率になっています。

UK が 7％、日本が 7％と非常に多いです。この中で

も研究大学といわれるところが多くの論文をサブミッ

ション・ダウンロードしています。スウェーデン、オ

ランダも結構数が多いです。ドイツが面白くて、物理

系で投稿するときには自動的に arXiv.org に上がるよ

うなシステムを組みつつあるので、だんだん割合が増

えているというのが現状です。 

 アジアでも増えており、中国のユーザーの割合が非

常に高くなっています。また、投稿よりもダウンロー

ドの数が非常に多いということが知られています。こ

のような割合になっています。 

 これを幾つかのサーバで支えています。以前は日本

にもサーバがあり、京都大学の基礎物理学研究所にミ

ラーサーバを置いていたのですが、それは約 2 年前

（2015 年 12 月）廃止になって、現在は 14 のサーバが

あり、そのうち五つのミラーサイトが中国、ドイツ、

インド、スペイン、ロスアラモス国立研究所にありま

す。これらの国からアクセスするのが非常に難しい場

合があるために置いています。日本の場合、ネットの

回線が非常に強くなっているので、あまり問題なくな

ったのですが、中国やインドなどはミラーサーバを置

くことによってアクセスがスムーズにいくようになり

ました。ドイツに関しては東ヨーロッパ系のところを

サポートしているような形でしょうか。 

 もとのサーバシステムもまだコーネル大学の中にあ

ります。以上のシステムで今は運用していますが、こ

れをそれぞれの国でスタンドアローンでマシンの上に

置くだけではなく、今は Amazon のウェブサーバのク

ラウドに移しつつあります。Amazon に移してしまう

（図 7） 

Statistics 1991-2016

（図 8） 

Data：Statistics
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ことがいいかどうかというのは議論がありますが、移

して、よりアクセスがしやすいものにする方向で動い

ています。 

 問題は、サーバはいいのですが、これのデータベー

スの部分とどうやってリンクを維持していくかという

ことです。先ほど、データが非常に増えているという

ことをお見せしましたが、そのデータベースに全部リ

ンクしないといけないのです。それをやるのは、マシ

ン間では非常に難しいということが明らかです。 

 ですから、今、クラウドの上に持っていこうとして

いるのですが、そのときにやはり Amazon だけでいい

のかという議論はされています。現状は様子を見ると

いうことで、Amazon のクラウドに移すという方向で

進めていますが、今後もこれがずっと続くかどうかと

いうのはまだ分かりません。 

 次は、どこから論文にアクセスしているかです（図

9）。最初はサーバに直接アクセスして、そのサーチを

使って論文を見るという形だったのですが、2 年ほど

前のデータでは、本体の arXiv.org のホームページか

らのサーチ以外に、Google のサーチエンジンを使っ

ているもの、Google Scholar を使っているもの、ADS

を使っているものがあります。それから arXiv email 

alerts とありますが、そもそも、arXiv.org は論文をア

ップしたときに、アップされたというカテゴリーごと

の e メールをアラートで送ってくるシステムだったの

で、そのシステムがまだ生きています。今、他のとこ

ろでも同じようなシステムを使っています。「あなた

の論文が引用されました」というようなアラームがあ

ると思うのですが、それが結構有効だということがよ

く分かります。 

 INSPIRE は別のデータベースサーチになりますが、

こちらのリンクも結構強くて、CERN などからこちら

を経由しています。これは重要なデータで、どこにど

のように新しいデータベース、新しい arXiv.org が、

システムを組んでリンクを付けていくとサーチが進む

かというのが分かりやすいデータになるかと思います。

これが状況です。 

 少し中身に入ります。先ほどトータルサブミッショ

ンの話をしました。そのトータルのサブミッションは

約 230,000 あるのですが、そのうち、ジャーナルのリ

ファレンスが約 25,000、クロスリファレンスが約

3,000、ニューサブミッションが約 130,000、再投稿が

約 75,000、withdraw（取りやめ）が幾つかあります

（図 10）。 

 これらをアドミニストレーターが処理するのですが、

非常に大きな数を扱っていることが分かるかと思いま

す。こういうことをどのような人たちがやっているか

は、オープンになっている情報からご覧いただければ

と思います。 

 この中でリムーブされたものが約 6,800、それから、

特に気を付けて見ていただければいいかと思いますが、

iThenticate、要するにチェッカーで約 650 がリジェク

トされています。だから arXiv.org のユーザーも決し

て紳士ではないということがよく分かります。

（図 9） 

Where do you go to find 

arXiv paper

（図 10） 

arXiv.org operations update

(Stats from past 12 months)

● removed 6,886

● bounced to fix 4,984

● proxy submissions 4,631
● auto-Hold 3,790

● iThenticate checks 650

● overlap notes added 787

● % papers with DOI 28%

164 Moderators
● total submissions 235,444

○ 3,032 | cross reference

○ 24,588 | journal reference

○ 128,958 | new submission
○ 75,693 | repeated submission

○ 3,173 | withdraw

● touched by Moderators/Administrators 36,380
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iThenticate で引っ掛かるというのはよほどのものだと

思いますが、こういうものが出ているということです。

これには説明のとき、みんな苦笑いしていました。 

 それから、DOI を付したものが約 28％あります。

このプレプリントでも DOI や ORCID などを著者の

メリットのために使うという考え方をしています。 

 

arXiv.orgの目指す方向 

 研究をエンカレッジするというのが arXiv.org の基

本的な考え方です（図 11）。研究してください、論文

を書いてください、投稿してくださいとエンカレッジ

しているわけです。そのときにリファレンスのペーパ

ーを見えやすくして、アーカイブもきちんとしてあげ

ましょうというのが arXiv.org の考え方なのです。 

 一方、arXiv.org が何をメリットとして主張するかと

いうと、当たり前のことですが、ページチャージは要

りません。それから、論文を投稿して掲載されるまで

に何年もかからず、1～2 週間でプレプリントが上が

るということです。化学系や物性系だとすぐに掲載さ

れることが結構あり、何年もというのが皆さんにあま

り伝わらないケースが多いのですが、システム系や数

学系、物理でも理論系だと、1 年たっても 2 年たって

もまだ査読中ということが結構あります。私も若いこ

ろに 1～2 年かかるということがあり、このままいく

と私は首になるというぐらい、たくさん出しているの

ですが、査読が終わったものが何も出てこないのです。

どんな論文を出しているのかも、著作権の関係で出せ

ないのです。 

 そういうものに対して、出したということをきちん

と arXiv.org でオープンにして、それが伝わるように

して、物理なら物理の世界が早く進むようにエンカレ

ッジしていくというのが基本的な考え方です。ですか

ら、やはり物理特有の状況に根差してこうなってきた

というのがよく分かると思います。 

 こういう立場で始まったのですが、現在、運営者た

ちはこう言います。「もう論文は要らない。どんな論

文ももうプリントされていないではないか、ほとんど

がオンラインでサーチできるようになっている、コス

トはレフェリーのお金にすぎない」と。レフェリーは

研究者がしています。よく日本でも産地直送と仲買を

経た場合の値段の違いという話がありますが、産地直

送でいいのではないかという話になるわけです。 

 パブリッシャーは、「ボーモルのコスト病」といっ

て、もはやもうける仕組みにはなっていません。「ボ

ーモルのコスト病」というのは Wikipedia を引いてい

ただいたら分かると思うのですが、増やすことによっ

てもうかるシステムではない、本来は価値で動いてい

るのにそれを数で処理している、運営者たちは、そう

いうシステムの中に入る必要はないということを言っ

ているのです。 

 ではどうしていくかというと、e メールを使うか、

ウェブを使うかは別として、コミュニティをもっとク

リアにしていく、コミュニティ間のやりとりをエンカ

レッジしていくような方向にして、著者とリーダーが

直接やりとりできるシステムとして維持したいという

ことです。それから、ソースはプリンタブルにしてお

くということができれば、自分たちが好きなように使

えるということになります。 

 多くの場合、システムが大きくなってくると、もっ

と入れてください、この分野も増やしてくださいなど

いろいろ言われると思うのですが、全ての分野を入れ

るつもりはなく、自分たちの考え方で維持できる分野

だけを増やしていこうとしています。そういう共通認

識を持っている分野を探し出して動かしているという
（図 11） 

Standpoint of arXiv.org

Research papers
 Reference

 Archive

Encouragement of research:
 Do research

 Write the paper

 Submit the paper

Journals
 Pay subscription on page charge

 Take weeks to years

No more Journals
 Most journals are 

no longer printed

 Fully searchable online

 Cost is to refreeing

 Stable unique identifier

 Publishers has no more cost

on Baumol’s cost disease

 Receive email and/or check web

 Clear simple interface

authors vs readers 

 Sources and/or printable

You do not have to include everything in all collections…

Community

https://ja.wikipedia.org/wiki/ボーモルのコスト病
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ことです。 

 arXiv.org は今、次世代に向かって動いています。図

12 にはステークホルダーとデベロッパーと書いてあ

ります。そのステークホルダーはリーダーであり、サ

ブミッションするオーサーであったりするわけですが、

それ以外にパブリッシャーも当然います。デベロッパ

ーというのは、このシステムをつくっている人たちも

含まれているのですが、その中で、どういうシステム

を次の世代でつくっていったらいいかという議論を非

常に熱心に行っています。これが恐らく次の世代をつ

くります。 

 従来のシステムは何でもかんでも入れ込んでいるデ

ータベースでした。これはもう今の時代では成立しま

せん。ですので、それを書き換えて、現在は

application programming interface（API）を使って、デー

タベースと API をフィルタリングするような形を取

って、最終的には図 13 のような形を目指します。ブ

ラウザとライブラリがあって、API が管理する

business logic と service integration のプログラムを置い

ておいて、それでデータベースとファイルシステムを

やりとりするというようなことです。これらに対して

従来型のプログラムをそのまま延長するのではなく、

Python や Flask web プログラム、Docker や REST APIs

など、最近使われているものをフルに取り入れてセキ

ュリティを保ちながらやっていくということを計画し

て進めています（図 14）。API に持っていくことによ

って何が良くなるかというと、今までのデータベース

だけではなく、他のものも取り込める可能性が出てき

ます。そのために、将来必要なイメージや raw data と

いったものへのデータベースのリンクも可能になるで

あろうことが予想されます。 

 実際の絵は図 15 のようになります。arXiv.org のシ

（図 13） 

How does arXiv.org get there?
1. Prioritization: from the “outside” in.

2. Identify minimum integrations:

database, filesystem.

3. Re-engineering: preserve 

behavior, but with re-architected 

codebase.

4. Local deployment: services can 

be deployed on existing web 

servers. 

5. API gateway integration: increase 

access to arXiv content.

6. Migration to AWS: as legacy 

integrations drop off, services are 

re-deployed in AWS.

arXiv-lib

Browse Mo.

Database Filesystem

API

Business 

Logic

Service 

integr.

	 1	 2	 3	 4	 5	 6	

Browse	 	 	 	 	 	 	
Search	 	 	 	 	 	 	
Submission	 	 	 	 	 	 	

	

Future: Image and Data ?

（図 15） 

Submission & Moderation

800 papers/day

Submission

iThentificate check 650/year

Viewer

UI + API

（図 12） 

What is the arXiv.org, what is it for?

• Description at multiple levels: system context, 

subsystems, components.

• Audience: stakeholders and developers.

• Not a requirements analysis. Describes decisions and 

their rationale, and the most important requirements of 

the system as a whole, but allows for agility and 

changing requirements throughout the project.

• Both prescriptive and descriptive: commemorates 

technical decisions in context, provides guidance for 

implementation, but also evolves as new decisions are 

made throughout the development process.

（図 14） 

Where is arXiv.org going?
• Fine-grained isolation with services: 

Python 3 + Flask web micro-

framework, Docker containerization.

• Consistently-applied internal 

architecture.

• Integration via REST APIs, notification 

broker.

• Polyglot persistence: isolated data 

store, choice of technology 

matches service requirements.

• Independent scaling, server 

resources reflect demand.

API

Business 

Logic

Service 

integer.

Data store 

API

Business 

Logic

Service 

integr.

Data store 

One code-base per 

deployment
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ステムがあって、サブミッションがあったときに、ビ

ューワー側とアドミニストレーターが見るサブミッシ

ョン側の処理と、モデレーターがお互いを見ながら全

体のシステムを運営していくという流れをつくってい

ます。 

 ビューワーについては、今までは図 16 のようなビ

ューワーで使いにくさがあるということを皆さん分か

っていて、このビューワーに対して他の方法を示して

います。 

 例えばリファレンスだけを別で見られるようなもの

です（図 17）。こういうのはよくあります。このよう

に変えたのですが、アンケートを取った結果、前の方

がいいという人が結構多いのです。アンケートの結果、

49％が前の方がいいと答え、51％が新しい方がいいと

答えました。要するに、ビューワーは慣れたものがい

いということがよく分かります。 

 システムの運用は図 18 のようになっています。リ

ーダーグループがあって、私が属している Member 

Advisory Board（MAB）というアドバイザリーボード

があって、Scientific Advisory Board（SAB）が開発をし

ています。それから、コーネル大学のライブラリのア

ドミニストレーションがサポートしています。 

 これを非常に少ない人員で行っています。図 19 の

資料もオープンなものです。full-time equivalent（FTE）

ですから、1 日を 1 とすれば、0.1～1 のエフォートで、

エフォート管理をしながら全体を運営しています。ラ

イブラリとこちらの仕事を共有しながらやっていると

いうのが現状です。 

 

パブリッシャーとの関係 

 ここが今日一番重要かと思いますが、パブリッシャ

ーというものをどう取り込むか、どう連携するかとい

（図 17） 

Preferable Viewer

Based on the users’ opinions 

（図 19） 

Organization：Stuffs

（図 16） 

Viewer (present)

（図 18） 

Organization
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うのは昨年かなり議論がありました（図 20）。パブリ

ッシャーはしばらく置いておこうという結論です。そ

れに対して、学会に関してはもう少し協調していこう

と結論が昨年度出て、今年度は実際にディスカッショ

ンを行っています。物理系ですから APS や AIP、ACS、

AMS などのエディターあるいはトップの方々に来て

いただいて議論しました。もうすぐ IEEE も運営の中

で一緒にやります。 

 プレプリントですから、出しているということをオ

ープンにするのは構わない、オープンになった後、実

際にパブリッシュされたものと共存するということも

認めるというように、連携しながらお互いにハイブリ

ッドの形で生きていこうとしています。 

 その結果、狙うところは、グリーンオープンアクセ

スです。パブリッシャーはゴールドが多いですが、学

会は主にハイブリッドです。ですから、ハイブリッド

を維持することで、arXiv.org 経由で動いていくという

のも非常にアクセスが増えるという意味でいいと認識

されているようです。 

 今、申し上げたものについてはお金が当然必要なの

で、これはスローン財団がサポートしたという記事が

arXiv.org に出ていました（図 21）。 

 2017 年以降のロードマップはまとめて書いておい

たので、参考にご覧ください（図 22）。 

 今いろいろな取り組みをしていますが、ユーザーイ

ンターフェースと API で、全体のデータベース、ア

クセスのビューワーなどを再構築していて、それによ

って他との連携ができるような形につくり替えようと

しているとご理解いただければよろしいかと思います

（図 23）。また、シングルクリックで全てのオペレー

ションができるような形にするという再構築もしてい

ます（図 24）。 

（図 21） 

arXiv.org-NG

（図 23） 

Moderation tools

Now: an entirely new UI + API

（図 20） 

Collaborations with societies

Societies accepting the proposal to open

APS

AIP
ACS

AMS

IOP

ACM

Almost
IEEE

Membership based activities

Membership driven activities

Green Open access

MAB suggested in 2016

Hybrid option
Business model

Subscription model

（図 22） 

From Part of 2017 Roadmap

• Process

• Moderation tools

• Expansion, TeX, infrastructure

• NG architecture

• Reference extraction

• Search
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 TeX システムもバージョンアップしています。

arXiv.org は PDF で出すこともできますが、TeX のソ

ースからアップすることも当然できます。物理系は

TeX でやっているケースが多いので、それがそのまま

使われています。 

 図 25 はシステムのハイライトです。いろいろなソ

フトを使っています。ネクストジェネレーションのア

ーキテクチャは、まとめると図 26 の 5 項目になりま

す。インテグレーションが非常に重要なのですが、そ

の前のテクノロジーを現代風に書き換えるということ

をやっているので、それによってセキュリティの問題

が当然起きてきます。セキュリティの問題に関しては

今もやりとりをしていて、チェックしているという状

況です。ですから、完全に確保できたという状況では

ないと思っています。 

 図 27 は、全体の運営としてどういうサステナビリ

ティをどういう考え方でやればいいかというマップで

す。これは Oya Rieger さんが全体の運営の中でまとめ

たものです。バランス良く全体を運営したいと主張し

ています。そのソースになる、ファンドによるお金、

各コンソーシアムが支払うお金、大学が支払うお金を

どう当てはめていかないといけないかが描かれていま

す。本当は予算の関係をお見せしようと思ったのです

が、ビデオで流れるので今日は割愛させていただきま

した。ウェブで見られますので自分で探してみてくだ

さい。 

 

結論 

 オープンライセンスに対するライセンスは何かとい

う議論がずっと続いています。また、エンバーゴした

後、ハイブリッドで出しているものと、もともとのパ

ブリッシュされたものとの関係がまだ微妙なところが

（図 25） 

Technology review: a Highlight

• Invenio 3 

• CERN, INSPIRE

• Highly modular framework

• Technologies: Python/Flask, 
ElasticSearch, Celery/RabbitMQ

（図 27） 

Sustainability

（図 24） 

Moderation tools

• Single-click actions oriented towards 

proposals and reclassifications

（図 26） 

NG Architecture

• High- to low-level view of legacy & target 
architecture, and technology decisions

• Drivers: evolvability, stability, APIs

• Transition from monolith to modular: 
incremental isolation, re-implementation, 
and migration to cloud

• Technologies: Python/Flask, Docker

• Integration: REST APIs, notifications
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あります。エンバーゴしているからいいのではないか

と思われますが、何が二次的にという話になったとき

に、どちらがソースかというのが分からない面があり

ます。そういう部分が残っています。 

 arXiv.org の話の中でこれは共通認識だと思うのです

が、別にパブリッシングモデルを変えたいと思ってい

るわけではないのです。ユーザーを変えたいのです。

ユーザーが変わってくれればシステムはもっと発展す

るし、今のパブリッシャーから多く要求されている支

払いを抑えることもできるはずです。パブリッシャー

相手に訴訟問題を起こしても仕方がないので、ユーザ

ーが自発的に変わっていくようなシステム、それがや

りやすいようなシステムをつくり上げていくというの

が今からの流れです。ネクストジェネレーションのシ

ステムもこれが変わるものではありません。ですから、

これからパブリッシャーとして arXiv.org が出ていく

というわけではなく、やはりコミュニティがどうやっ

て自分たちを守るかという考え方に根差していると思

っていただければよろしいかと思います。 

 機関リポジトリや他のアーカイブと協調していくこ

とが必要だというのは認識されていますが、例えばリ

ポジトリ関係は、日本の考え方とアメリカの考え方、

ヨーロッパの考え方が全く異なります。日本のリポジ

トリはどちらかというとプレプリント的なものになっ

ているので、既にアーカイブになっているのですが、

アメリカの場合はそうではなくてビデオや講義録など

が中心です。ですから、一括して同じようにはできな

いということが言えます。 

 逆に言えば、日本の場合、リポジトリは既にプレプ

リントの機能を持ちつつあるということです。ですか

ら、それを発展させることによって、うまい連携がで

きる可能性はあると思います。そういう議論も今年提

案させていただいたのですが、やはり国情によって考

え方が違うので、プレプリントサーバとリポジトリの

関係は日本なりのものを構築していく必要があるだろ

うというのが結論です。 

 

●フロア 1 国立情報学研究所の武田です。今後、シ

ステムをサステナブルに維持するということに関して、

資金はファウンデーションの資金、コーネル大学の支

援、コミュニティ（事実上は各大学等）の支援から成

っており、一方で 2017 年も分野を広げるということ

ですが、コストと、分野を広げるということについて

の議論はあるのでしょうか。 

 

●引原 非常に微妙な質問なのですが、財団からの資

金は主には次世代システムの開発に回っていると思っ

ていただければとよいかと思います。ですから、今年

は昨年から予算が倍増しています。新しいシステムと

旧来のシステムを並列して走らせなければいけないと

いうことがあって、そのようになっています。 

 今はシステムを維持するランニングコストは利用者

が支払っています。日本でも NII をベースにコンソー

シアムが支払いをしているのですが、今、払っている

ところが利用者全体の 80％程度にとどまっています。

残りは、これから増えてくれば当然徴収すると思いま

す。 

 それ以外のやり方は、先ほどミラーサイトについて

お話ししましたが、そういう運営で頑張っていただく

ということです。日本も昔そうだったと思うのですが、

そういう形を取って、何らかの貢献をしていただくよ

うな考え方になるかと思います。 

 最後に、分野を広げるという話については、分野は

なかなか広がらなかったのです。今はほとんど 10 年

ぶりに広がったわけですが、これは旧来のカテゴリー

の中で違う分野が起きてきているからです。それを外

出ししたと思っていただいた方がいいかと思います。

EESS というのは「EE」と入っていますが、ほとんど

はシステムサイエンスなので、バイオロジー関係でも

システムサイエンス的なものは結構ありますし、そう

いうものが今までのカテゴリーの中ではユーザーにリ

ンクしにくい部分があったので外出ししたということ

です。外出ししたと同時に、もう少しそれに関連する

分野を増やしていっています。エコノミクスも同じよ
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うに、旧来あった分野を外出ししている、そういう形

で少しずつ広げていますので、ドラスティックに変わ

ったわけではないと思います。 

 

●フロア 2 NICT の研究者です。私はこの分野に素

人で、学会でプレプリントサーバの話を考えないかと

言われて少し興味を持ちはじめたのですが、実は地球

物理学でアメリカ地球物理学連合（AGU）がプレプ

リントサーバを今立ち上げているのです。arXiv.org と

少し微妙な関係のようなのですが、日本の日本地球惑

星科学連合に対して一緒にプレプリントサーバをやり

ませんかという声を掛けてきました。日本側は、地球

物理はプレプリントサーバはなじみがなくて、私もそ

うなのです。 

 先取権やジャーナルで受理するかなど、いろいろな

問題があるかと思うのですが、そういうのを学会でオ

ーソライズして、われわれは先取権をプレプリントサ

ーバ、ペーパーに認めますとか、われわれの発行する

ジャーナルは必ずプレプリントからでも投稿を認めま

すといったことを学会長自ら全員が承諾して、そのコ

ミュニティがプレプリントサーバを受け入れないと、

うまくいかないのではないかという雰囲気もあるので

す。実際に今動いているプレプリントサーバの上で投

稿されている方々の分野では、コミュニティの規範、

norm、カルチャーが既に確立していて、業績をそこ

で出していくようなプロセスが動きはじめているので

しょうか。 

 

●引原 それもまた微妙なご質問だと思うのです。や

はり分野によっても大きく違います。高エネルギー物

理学では、SCOAP3 の話もありますが、共有化、早く

出す、グリーンオープンアクセスというのが文化とし

て定着しているのだと思います。それをコミュニティ

が支えているという現状があります。 

 一方、先取権ということを非常にセンシティブに捉

えている分野と、2～3 年もかかるのだったら早くコ

ミュニティに帰する方がいいと考えている分野と、ま

ちまちです。ですから、物理の分野の考え方がどこま

で他に適用できるかというのは、色合いを見定めなけ

ればいけないだろうと思っています。 

 新興のプレプリントサーバの危ないところは、ある

程度データがたまってくると出版社が目を付けます。

そのときに規模の問題があって、小さいところは簡単

に扱えます。M&A と一緒です。arXiv.org ぐらいにな

ると、もう少し扱いきれない部分があります。クラウ

ドになったら分かりませんが、そういう部分でやはり

定着したというところの考え方を維持できれば、まだ

大丈夫だろうと思っています。 

 コミュニティというのは、学会が残っている国は学

会が持っています。そういうところは、出版を持って

いても、基本的にプレプリントで出して先取権を任せ

て、あとは学会が最後のピアレビュー後の出版を受け

持つのだというお互いの信頼関係を築くことが重要だ

ろうということで、先ほどお見せした 6 学会（図 20）

と議論してアプローチしているという状況だと思いま

す。 

 

●フロア 3 NISTEP の林（SPARC Japan 運営委員）で

す。クロスチェックでリジェクトしているとおっしゃ

っていましたが、もしご存じだったらどこで切ってい

るのか教えていただけますか。あれはどこで切るのか

実際使ってみるとものすごく悩ましいのです。単純に

パーセンテージが何パーセントだからという基準では

なさそうですが、あまり手間を掛けているようにも思

（図 20） 
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えず、ご存じの範囲で教えていただければ。 

 

●引原 知っている範囲だけですが、それも質問があ

りました。実際にやって、これはどうだろうかとなっ

たときに、エディトリアルとは言いませんが、少し上

のレベルで判断するというプロセスを経ています。そ

れで、機械的にやるのではなく、本人に問い合わせる

ということもしています。現に、私自身が問い合わせ

られたことがあります。そこはセンシティブなので、

まめにやっています。 

 

●フロア 3 結構、丁寧にやっているということです

ね。 

 

●引原 丁寧にやっていると思います。 

 

●フロア 4 日本学術振興会の関係者です。私は物理

系なので比較的 arXiv.org には慣れているのですが、

arXiv.org はプレプリントサーバですから当然プレプリ

ントなわけですね。それが最終的に投稿したジャーナ

ルの何巻の何ページに出たという情報が arXiv.org に

どのくらいのパーセンテージで反映されているかはご

存じでしょうか。それは本人がやらないとできないよ

うになっているのでしょうか。 

 

●引原 新しいものはよく分からないのですが、古い

ものに関して言えば、本人がその情報を書いた場合に

示されています。メタデータがここ 2 年ぐらいで大き

く変更されました。以前はファーストオーサーだけが

メタデータに入っていて、セカンド、サード、それ以

降は出ていなかったのですが、それが今は変更されて

います。 

 そういう段階になったので、著者管理に関しても非

常に明確になってきました。ですから今後は、

resubmission も含めて、きちんとどこに出たかという

ものも合わせて出す方向で進めるのだろうという議論

にはなっていますが、まだ確定ではないです。 

●フロア 4 ドイツでは自動的に arXiv.org に上がるシ

ステムになっていると初めてお聞きして、何かそうい

う方向に進むのではないかという気がしています。 

 

●引原 それはエンカレッジしています。例えば、日

本の学会はどうですかと聞かれて、科学技術振興機構

などにお願いするのがいいのではないかという話は当

然あるのですが、オープンアクセスの考え方と整合を

取らないといけないので、国としてきちんと定めた流

れの中でやるというのが重要だと思います。 

 ドイツの場合はまさにそれをやっていて、現在、

Elsevier とオープンアクセスに関して闘っていますが、

その状況の中でこれは重要ですし、これと同時にやり

とりするための ILL を構築していくというのがドイツ

の考え方です。入れる側と出す側の両側をきちんとグ

リーンにしていこうというのが戦略としてあるのだと

思います。そこをサポートできると思います。 
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 これから、Elsevier の土台であるオープンサイエン

スと SSRN について、そして私たちがどんなふうに世

の中を見ているかについて、お話しします。幾つかポ

イントを取り上げて、全体像を示したいと思います。 

 初めに、広い観点から Elsevier を見てみましょう。

Elsevier は RELX グループの一部で、RELX はさまざ

まな企業を抱えていますが、どの企業も、情報の共有

をベースにしています。RELX は、世界 24 カ国に 66

以上のオフィスを持つグローバル企業で、「The Lancet」

「Cell」などの定評あるブランドを抱えています。出

版業の変化に伴い、Elsevier も変化しています。オー

プンサイエンスに焦点を絞り、単なる出版社を超えた

データアナリティクス企業になりつつあります。 

 

 

 

オープンサイエンス 

 オープンサイエンスとは、研究をもっとオープンに、

もっと協力的に、もっと透明性のあるものにするため

に協力して作業する方法のことです。ご覧のスライド

には、「オープン」、「協力」、「透明性」という異なる

ポイントに貢献する Elsevier の幾つかの要素が示され

 

 
  
 

第 2回 SPARC Japan セミナー2017 

 

 

 

学術情報共有とオープンアクセスの未来 
 

 
Gregg Gordon 

（Managing Director, SSRN） 

 講演要旨 

オープンアクセスとデジタルリポジトリは研究の相互交流において重要な要素である。これまでのグリーン OAとゴールド OA

に最近加わったブラック OAはシンプルに回答できない課題を呈示した。『共有』はこの 20年以上に渡って明らかに変わって

きた。演者は SSRNの概要を説明し、社会科学分野のみでスタートしてからその範囲が生命自然科学を含め 30を超える分野へ

広がってきたことを紹介する。本講演では現実に起きている出来事や、広範囲での学術情報共有が引き起こす問題、オープン

アクセスと学術情報流通の未来への考えを述べる。 

Gregg Gordon 
KPMGやテクノロジーやヘルスケア関連の企業に勤務後、1994年にSSRNを創始したMichael C. Jen-

senを補佐する。学術研究と、イノベーティブな研究をより早めるために必要となる変化について

世界中で講演し、定期的に執筆している。最近の著書に、PLOS Biologyから出版されたThe Ques-

tion of Data Integrity in Article-Level Metrics（共著）がある。 

 

（図 1） 

Open Science 

What is open science?

Open Science describes a way of working which makes research either 

more open or more collaborative or more transparent.

More Open

• More outputs of 

research are 

available without 

charge to the end 

user and/or less 

restrictive user 

reuse rights

More Collaborative

• Research activities 

include other 

stakeholders, 

including the public

More transparent

• The research process is 

made clearer, more 

discoverable and more 

reproducible
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ています（図 1）。SPARC や ORCID など、世界中の組

織が関わって、世界中でたくさんの活動が行われてい

ます。また、イギリス、日本、アメリカで、オープン

サイエンスに向かう世界的なアプローチが取られてい

ます（図 2、図 3）。 

よりオープンに 

 まずはよりオープンになることについて話しましょ

う。Elsevier におけるオープンアクセスの定義はシン

プルで、誰でも学術研究に無料で永続的にアクセスで

きるということです。このオープンアクセスには、簡

単に言えばゴールドオープンアクセスとグリーンオー

プンアクセスがあります。このグラフは、いろいろな

タイプ別のオープンアクセスの伸びを示しています

（図 4）。しかしながら、論文掲載の大半は依然とし

て購読ベースです。この地図は、世界でのグリーンオ

ープンアクセスの利用状況を示したものです（図 5）。

これらの国々の多くにはゴールドオープンアクセスも

ありますが、グリーンオープンアクセスの方が世界中

で利用でき、普及しています。 

 中国を例に見てみましょう。中国はアジア諸国の中

で最も成長の著しい国です（図 6）。しかしながら、

（図 3） 

Open Science 

Global approaches to OS

• Open Access policy

• Open Data Concordat

• Industrial Strategy
• 5th Basic Plan, 2016-2020

• JST and JSPS OA policies

• Japan Science Cloud under 

discussion

• OSTP memo

• NIH Data Science Initiative

• NAS

（図 5） 

Global perspective on OA

（図 2） 

Open Science 

Global approaches to OS

Publishing 
models for 

OA

Citizen 
Science

Open 
Science 
Cloud

Research 
integrity

Skills & 
Training

FAIR Data
Alternative 

Metrics

Rewards

Open Science Policy Platform

EC policy priorities

• EOSC

• FAIR data

• Altmetric

• Open Access

（図 4） 

Total article growth by journal business 

model

Open access content

• APC based open access articles is 

16% share of total content in 2016

• All gold open access, including 

subsidized articles, is 20% share of 

total content.

Subscription content

• 80% share of total articles in 2016  

In 2016 there were an estimated 2.1 million subscription and 0.5 

million open access articles published worldwide.

Source: Elsevier internal Open Access market tracking

Elsevier perspective

• In 2016, Elsevier published around 

480,000 articles

• Includes over 25,000 open access 

articles
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Open Science 
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成長は依然として限定的です。私は、これは私たち全

員にとって、より共有を進めるチャンスだと捉えてい

ます。図 7 はゴールドとグリーンそれぞれの、

Elsevier のオープンアクセスに関するデータの一部で

す。 

 もっとシェアできるようにするための方法の一つは、

Elsevier のアプリケーション・プログラミング・インタ

ーフェース（API）を活用して、メタデータとコンテン

ツのいずれも機関リポジトリに入れることです（図 8）。

Elsevier は CHORUS にも取り組んでいます。現在アメ

リカの諸機関と実験をしていて、日本とオーストラリ

アでも試験サービスを行っていますが、もっと幅広い

機関リポジトリにコンテンツを提供するというもので

す。もっとシェアするためのもう一つの方法は、デー

タの共有を始めることです。データはたいてい複数の

研究者が利用しますから、シェアすればするほど、研

究者にとってメリットが大きくなります（図 9）。 

 データを論文にリンクさせると、特に特定分野のデ

ータリポジトリに保管されている場合、とても役に立

ちます。現在では、SSRN 内でデータを共有したり、

多数の分野でデータ論文を発表したりすることが可能

です。最新のパイロット試験ではオープンピアレビュ

ーの共有を開始しました。一般的なピアレビューの問

題の一つは、査読者が匿名で、その功績が認知されて

いないことです。オープンにして査読者の認知度を上

げることによって、もっと多くの査読者が査読をする

ようになると私たちは確信しています（図 10）。 

 

より協力的に 

 協力についてお話ししましょう。私は中国科学院の

人と話をしたのですが、中国科学院はたくさんの国際

機関と協力しています（図 11）。SSRN もその協力機

（図 7） 

Open Science 

Elsevier and open access 

Gold open access

• 2nd largest gold open access publisher 

• Publish over 170 fully open access journals 

• Publish over 1,850 hybrid journals 

• Published over 25,000 open access articles 

in 2016 

• Choice of either a commercial (CC BY) or 

non-commercial (CC-BY-NC-ND) user 

license. 

• Article publishing charges (APCs) range 

from $150- $5000 (US Dollars)

Green open access

• Largest publisher enabler of green open 

access

• All 2500+ journals provide a green open 

access option

• Participate in CHORUS and support pilots 

with institutions and international funders

• Free API program to fuel repositories 

• Share link service provides 50 days free 

access to recently published research 

• Open archives in 108 journals, including Cell 

Press titles after 12 months

（図 10） 

Open peer review reports

Pilot in 5 journals to experiment with publishing peer review reports as 

openly available research outputs with their own DOI. 

Editors Reviewers Authors

• 70% of those surveyed 

believe that reports are 

more in depth and 

constructive i.e. 

improved and more 

useful to authors, as a 

result of being made 

open

• Some concern it may 

make it harder to find 

reviewers.

• Like the ability to get 

recognition

• Over 95% said 

publishing review 

reports didn’t influence 

their recommendation 

nor would it influence 

them accepting further 

review invites for the 

journal.

Generally positive about 

having open peer review 

reports next to their article

Little impact on their 

journal choice, indeed 

slightly more likely to 

choose a journal offering 

this.

Forward look: Extend to other interested journals and provide more data about 

the peer review process on ScienceDirect

（図 9） 

|     18|     18|     18

Storing research data 

• Submitting authors can store 

research data in Mendeley data 

repository and link this to their article 

on ScienceDirect

• Open access, free–to-use repository

• Hosts all formats (raw, processed 

data, tables, code and software)

• 10GB free storage and CC0 license 

option

• Assigns data DOI to make it 

independently citable

• Partnership with DANS for long term 

storage and preservation    

（図 8） 

|     16Open Access |     16

Fueling Institutional repositories: Free API program  

Please Note: **Minimum part of the program. 

Article Retrieval 

API embeds the 

final article in your 

repository so 

subscribers don’t 

leave your site to 

access the article

Keep users on your 

IR 

Search API can 

extract the 

metadata and 

abstracts of your 

affiliated authors to 

help populate your 

repository, enhance 

disoverability and 

create links or 

embed final version

Entitlements API** 

can ensure 

subscribed users 

see the final 

version and visitors 

can see the 

accepted 

manuscript hosted 

on your repository 

Get metadata & 

abstracts

Show the final 

version 

Hosting 

permissions API 

can retrieve 

embargo end 

dates so you can 

make manuscripts 

automatically 

available to the 

public after 

embargo 

Make manuscripts 

public

Did you know? 

Scopus customers can also integrate Scopus APIs to retrieve metadata and 

abstracts across all publishers 

//dev.elsevier.com/tecdoc_sd_ir_integration.html
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関の一つになっていて、SSRN の利用者、論文、著者

の数からそのことが分かります（図 12）。Mendeley は

もう一つの協力例で、参考文献やその他の文献を初期

段階で共有するものです。他者との協力という点では、

社会的影響を評価する Atlas Award もあります。

AudioSlides は、他分野の専門家や研究者に動画や 5 分

間のプレゼンテーションを提供します。図 13 は、エ

ルゼビアの最新の報告書「Gender in the Global Re-

search Landscape（世界の研究環境におけるジェンダ

ー）」です。SSRN が今週、初期段階の研究共有に向

けて Women’s & Gender Studies Research Network を立ち

上げたことが示されています。 

 

より透明に 

 次に透明性ですが、私たちも他の多くの出版社にな

らって、科学コミュニティとともに研究を透明性のあ

るオープンなものにするためのデータガイドラインを

採用しています。また、私たちはデータベースの

Scopus で、検索をよりしやすくしました。とても重

要なツールである Scopus が、もっと幅広く使えるよ

うに改善されたのです。DataSearch は面白いツールで、

メタデータを検索するだけでなく、自分でデータその

ものを検索できるので、全体をダウンロードする前に

そのデータセットに関心を持てるかどうか、判断する

ことができます。また、私たちはデータの引用を増や

すために、FORCE 11 とも協働しています。データの

引用は、論文の引用とは種類が異なりますが、私たち

はデータセットの作成者が認識されることも重要だと

考えています。そして、ネガティブな結果となった情

報の報告も強化しました。そうすれば他の人たちの研

究から学べるからです。さらに、データだけを掲載す

る専門ジャーナルもあります。最初にお伝えしたとお

り、Elsevier はデータインフォマティクス企業になり

つつあります。 

  

（図 12） 

SSRN – tomorrow’s research today

• SSRN is devoted to the 

rapid worldwide 

dissemination of research 

and is composed of a 

number of specialized 

research networks.

• SSRN s eLibrary provides 

761,906 research papers 

from 354,694 researchers 

across 30 disciplines.

Early Discovery.
Innovative Ideas.

Scholarly Research
at your Fingertips

Always Growing. 
Always Something New.

5.8M+
Citations

9.1M+
References

107M+
Downloads

326K+
Authors

800K+
Papers

2.2M+
Users

8.9M+
Footnotes

Tomorrow’s
Research

Today

SSRN’s g lobal reach provides 
the tools to disseminate

innovative ideas through our 
online repository, making
librarians’ jobs easier and

keeping academics up-to-date.

SSRN provides
the tools;

your academic 
team enjoys the 

benefit
s

.

（図 11） 

Collaboration drives performance

（図 13） 

A more inclusive world of research 
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SSRNについて 

 SSRN は 22 年ほど前にスタートしました。図 14 が

その基本情報です。これらのポイントのうち一番重要

なのは四つ目の、研究者に公平な競争の場を提供する

ということだと思います。ハーバード大学でも、私が

住むニューヨーク州ロチェスターのモンロー・コミュ

ニティ・カレッジでも関係ないということです。出身

の国や地域、どの言語で研究を行うかも関係ありませ

ん。 

 SSRN には約 35 万人の著者がいます。図 15 のグラ

フで急に飛び出ている部分は、他の組織が SSRN に参

加したときです。図 16 のグラフは論文投稿の数です。

同様に飛び出ている部分があります。また、ここ数年

で大幅に増加しました。図 17 は重要なスライドだと

思います。青の点は 1 日の投稿数で、赤の点は 1 日の

修正数です。2007 年 11 月に、私たちは SSRN ライブ

ラリの論文の修正やアップデートを認めるようになり

ました。このグラフは 2012 年 4 月で終わっています。

2012 年 4 月のこの日には、新規投稿より修正の方が

たくさんありました。これは、SSRN の発展において

重要な日です。SSRN が生きている、呼吸している情

報の集まりであることを意味しているからです。私た

ちは、時間とともに研究が発展し、より良くなってい

くことを望んでおり、早期の共有によってその速度は

早くなります。 

 初期段階の研究にアクセスできれば、利用できる、

自身に関係のある研究が増えます。研究者のアイデア

や草稿、ワーキングペーパー、会議録、プレプリント

を、最終的に発表された論文と同じように利用するこ

とができます。これまでは一つのバージョンしかなか

ったものが、いまや三つのバージョンがあります（図

18）。さらに、発表後のバージョンも追加し、研究を

（図 14） 

What does SSRN do?
- online repository of non-refereed working and refereed accepted papers

- email/RSS alerts for new submissions and web access to all content

- non-exclusive license to post/distribute allows authors to retain copyright  

- levels the playing field amongst researchers

- strongly support open/sharing for 20+ years

（図 16） 

Monthly Submissions

（図 15） 

Monthly New Authors

（図 17） 

Daily New Submissions & Revisions

Aug-04 Feb-05 Sep-05 Mar-06 Oct-06 Apr-07 Nov-07 Jun-08 Dec-08 Jul-09 Jan-10 Aug-10 Feb-11 Sep-11 Apr-12

Submissions by Day Revisions by Day
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アップデートできるようにしました。データも追加す

ると、一つの研究論文から最高で五つのバージョンが

出せるようになりました（図 19）。これらのバージョ

ンの管理は複雑です。図 20 は SSRN 内の法学研究分

野でのその複雑さの一例を示したものです。 

 SSRN は、社会科学でスタートして、人文科学、生

物学、化学が追加され、今週には女性・ジェンダー研

究が追加されました。来月には工学を追加します。私

たちのスローガン、マントラは、「Tomorrow’s Research 

Today（今日、明日の研究を）」です。 2014 年の

「Journal of  Financial Economics」に発表された論文は、

一つを除いて全て、3 年半前には SSRN の eLibrary デ

ータベースで発表されていました。世の中に目を向け

ると、パートナーなしに私たちの運命を全うすること

はできないということが分かったので、Elsevier と提

携することにしました。それによってギャップを埋め

ることができたと考えています（図 21）。今、私たち

は「Tomorrow’s Research Today」から出発して、研究者

をつなぎ合わせ、アイデアを展開させ、初期の研究を

シェアする手助けをしているのです。 

 私が考えるイノベーションのシンプルな定義は、よ
（図 18） 

Access to early stage research increases 
the amount of content relevant to you

IDEA DRAFT FINAL

（図 20） （図 22） 

SSRN connects with stakeholders through 

experiments

DIP Template

Author Desk

Authorea

Easy Chair

Chinese Expansion

Current Ideas 

Cell Press PUC

Dashboards (RPS/Author)

BioRN/ChemRN

Linking to PJAPPS in catalog (usage)

Public Sharing (RG placement)

Biology Expansion

（図 19） 

Access to early stage research increases 
the amount of content relevant to you

IDEA DRAFT FINAL

and now later           and data
ˇ  ˇ

（図 21） 

SSRN joined Elsevier to fill a gap
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り幅広い、より深いものに触れることで、新しいもの

を生み出すということです。私たちは、SSRN が最も

幅広く、最も深い一連の研究を提示できるようにした

いと考えています。これは、研究パフォーマンスを改

善したり、研究者が素晴らしい、新しく革新的な研究

をもっと素早くできるよう支援したりするためです。

私たちはギャップを埋めてきた一方で、実験やパイロ

ット試験で実際にいろいろなピースをつなぎ合わせて、

研究をもっと先に進めようとしているのです（図 22）。

私は最近、SSRNblog.com のブログにオープンアクセ

スウィークを祝う投稿をして、過去 15 年間でオープ

ンアクセスがどのように発展してきたか論じました。

オープンアクセスの良い面、オープンアクセスのため

にもっとうまくやらなければならないことについても

論じています。ぜひご覧ください。 

 

中国、韓国、日本での SSRN利用統計 

 私はこの 1 週間半で北京、ソウルを訪ね、東京にや

ってきました。私たちは、いろいろな学校でさまざま

な研究者が SSRN を活用する方法を見てきました。こ

の数字は、中国（図 23）、韓国（図 24）、日本（図 25）

での利用に関する統計を示したものです。研究者に、

母国語で執筆し、研究し、共有できることを知らせる

ために、もっとやらなければならないことがあるとい

うことが分かりました。また、私たちは研究者に、

SSRN は機関リポジトリ、分野ごとのリポジトリ、国

別リポジトリとしても使えるということを知らせる必

要もあります。 

 

 

 

●フロア 1 バイオサイエンスデータベースセンター

の職員です。中国と韓国と日本のユーザー数の比較で、

日本のユーザー数がとても少ないように見られました。

その理由は何だと分析されていますか。 

 

●Gordon 他の講演者の方々とのランチのときにその

話題が出ました。中国の方がコンテンツは多いですが、

SSRN を使いはじめたのは日本の方が先です。日本の研

究は他の 2 カ国に比べて、早くからもっと洗練されてい

たと思います。私は理解を深め学ぶためにここに来てい

るわけですが、私たちは世代交代の時期に差し掛かって

（図 24） 

- 59 -

School / Department

Authors Papers Downloads

Korea University Business School (KUBS) :: Korea 53 221 76,540

Seoul National University - College of Business Administration :: 

Korea, Republic Of (south Korea)
30 150 57,650

KDI School of Public Policy and Management :: Korea, Republic Of 

(south Korea)
57 201 30,297

KAIST Business School :: Korea, Republic Of (south Korea) 48 128 22,249

Yonsei University, Seoul Campus, College of Business and 

Economics :: Korea
21 122 14,444

Korea Advanced Institute of Science and Technology (KAIST) -

College of Business :: Korea, Republic Of (south Korea)
47 112 11,653

Sungkyunkwan University - School of Business Administration :: 

Korea, Republic Of (south Korea)
12 35 8,722

SolBridge International School of Business :: Korea, Republic Of 

(south Korea)
9 23 5,742

Gachon University - College of Business and Economics :: Korea 17 64 4,749

Hankuk University of Foreign Studies - College of Economics and 

Business :: Korea
8 19 4,018

Researchers from Korea SSRN share their research on SSRN

Source: SSRN Website

Top 10 Business Schools 

(Total Downloads)

（図 25） 
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School / Department

Authors Papers Downloads

Tokyo University of Science - School of Management :: Japan 4 30 7,911

Kobe University - Research Institute for Economics & Business 

Administration :: Japan
7 43 5,921

Kobe University - Graduate School of Business Administration :: 

Japan
21 42 4,894

Hitotsubashi University - Graduate School of Commerce and 

Management :: Japan
16 35 3,490

Hokkaido University - Graduate School of Economics & Business 

Administration :: Japan
17 57 3,331

Aoyama Gakuin University - Graduate School of International 

Management :: Japan
3 13 2,531

Hosei University - Graduate School of Business Administration :: 

Japan
1 13 2,432

University of Tsukuba - Graduate School of Business Sciences :: 

Japan
3 8 2,371

Keio University - Faculty of Business and Commerce :: Japan 10 30 2,143

Keio University - Graduate School of Business Administration :: Japan 4 13 1,986

Researchers from Japan SSRN share their research on SSRN

Source: SSRN Website

Top 10 Business Schools 

(Total Downloads)

（図 23） 
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School / Department

Authors Papers Downloads

The University of Hong Kong - Faculty of Business and Economics :: 

China
96 750 201,625

Tsinghua University - School of Economics & Management :: China 105 470 108,182

Peking University - Guanghua School of Management :: China 89 360 92,706

Cheung Kong Graduate School of Business :: China 21 163 84,501

China Europe International Business School (CEIBS) :: China 46 268 80,546

University of International Business and Economics (UIBE) :: China 102 245 26,800

Fudan University - School of Management :: China 50 137 22,527

Peking University - Shenzhen Graduate School of Business :: China 27 117 20,118

Shanghai Jiao Tong University (SJTU) - Antai College of Economics 

and Management :: China
49 123 18,730

Peking University - HSBC School of Business :: China 13 65 18,535

Researchers from China SSRN share their research on SSRN

Source: SSRN Website

Top 10 Business Schools 

(Total Downloads)
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いるのではないかと思います。以前はより先進的な日本

人研究者の多くが SSRN を使っていました。今は、もっ

と若く、頭角を現している研究者が SSRN を使うように

なってきています。私は、彼らができるだけ早く成功を

収められるよう支援するためにやってきました。 

 

●フロア 2 横浜国立大学の深貝と申します。私は

SPARC Japan の運営委員の一人です。商業ベースの仕

組みと、arXiv.org のように学者・研究者が始めた仕組

みはなじまないところがあるかもしれないということ、

これが今後どうなるのかは大切だと思います。 

 今お話しになったように、世代交代があれば、

SSRN、あるいはパブリッシャーが提供するものを使

う人の比率が増えるのは確かだと思います。それは便

利なものになじむ世代が増えるということですが、そ

れで学術がうまくいくかというと別の問題です。産業

革命から現代に至るまで、いろいろな技術革新があり

ましたが、単に新しいものを使うことが大事なのでは

ないのです。大事なのは、そこからどういう新しい文

化をつくれるかということです。今、生活において、

世の中の在り方において、新しい技術の意味が問われ

ています。学術においてもどうかということをわれわ

れは考えなくてはいけません。 

 オープンサイエンスの中でのツールは誰が提供して

いるのか、自分たちでつくっているのか。商業ベース

で提供していただけるのは確かに便利であって、あり

がたいですが、その中でどういう研究が育ち、その知

識がこの世の中においてどういう貢献ができるかとい

うことは、それはそれで別に考えなければいけないの

ではないでしょうか。 

 

●Gordon とてもいい質問ですね。少し話を絞って

お答えしましょう。私は、単なる商業対学術という見

方はしていません。私たちは、少なくとも各国の政府

と資金援助団体を巻き込んでいかなければなりません。 

 私の友人に Simeon Warner と Paul Ginsparg がいます。

Simeon は、arXiv が持続可能なビジネスモデルを模索

していたとき、ロチェスターにやってきました。何に、

どう課金できるか、そして一番重要なこととして、ど

う自ら資金を調達するかについて、私たちはたくさん

のシナリオを検討しました。商業面の問題は、

bioRxiv や Open Science Framework などを見てみるとも

っと複雑です。bioRxiv は現在、フェイスブックを創

業した Zuckerberg の Chan Zuckerberg Initiative（CZI）

の資金提供を受けています。Open Science Framework

は、億万長者のヘッジファンドマネージャーが運営す

る Laura and John Arnold Foundation の資金提供を受け

ています。 

 私たちの選択肢の一つは、政府です。政府は有権者、

党員、特別利益団体に対してその活動の正当性を説明

しなければなりません。他の選択肢としては、

bioRxiv や Open Science Framework のように、億万長者

のビジネスマンが非営利の資金提供を行い、このよう

な手段を通じて意思決定をしてくれるということがあ

ります。三つ目の選択肢は、営利組織です。彼らは価

値を提供できなければ、顧客を失ってしまいます。私

は、このうちのどれが本質的に良いとも悪いとも思い

ません。どれにも欠点はあります。それぞれに欠点が

あるということを認めない人にはいらいらさせられて

しまいます。 

 私は、SSRN が Elsevier に加わったことにワクワク

しています。Elsevier は巨大な営利企業で、良いこと

ばかりではありませんでした。この共有というゲーム

は非常に高くつくものになっていて、自力では成功で

きない、と私たちは分かっていました。幸運なことに、

自分たちがしていることの可能性を信じ、全面的にサ

ポートしてくれる大きな組織と提携することができま

した。ふさわしいパートナーがいなければ、生物学や

化学、女性・ジェンダー研究、工学の全てを今年追加

することはできなかったでしょう。私としては、心変

わりして、資金提供をやめてしまう組織に頼るよりも、

みんなが去ってしまうような状況でも価値を提供し続

けなければならない組織を信頼しています。私たちは

ただ、SSRN はしっかりと管理されており、情報のセ
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キュリティが確保されているということを保証しなけ

ればなりません。それが、ずっと長期にわたって仕事

を続けられるようにするために、私が SSRN の中で最

善を尽くそうと努力してきたことです。でも、私はこ

の週末東京に来ていいお天気を楽しんでいますけれど、

それと同じでどこにも保証はないのです。 

 

●フロア 3 NISTEP の林（SPARC Japan 運営委員）で

す。2013 年に、Fiesole Retreat という出版社を中心と

した非公式会合があり、セッションは違いましたが、

Gregg さんと一緒に講演してディスカッションする機

会がありました。そのときのエピソードを交えてシン

プルな質問があります。 

 2011 年に SPARC Japan セミナーで Mendeley の CEO

を呼んだ際に、「この先、どうするの。もしかして

Elsevier が買ってしまったらどうしよう？」と話した

ところ、彼は明らかに反応が変わり、その後、

Mendeley は Elsevier に買収されました。 

 2013 年に私は Gregg さんに「ビジネスサステナビ

リティはどうされるのですか。商業的な資本が入る可

能性はありますか？」と質問しました。そのときは、

SSRN としてブランドを大事にしていきたいというお

話をされましたが、今は Elsevier の傘下にあります。 

 私は非常にニュートラルに、今まさにおっしゃって

いたように誰も将来が見通せない中、いろいろチャレ

ンジをしていく上で、パトロンが誰であるかが非常に

大事であるということを理解しています。 

 その上で質問が二つあります。一つ目は、SSRN が

Elsevier の中でどうサステナブルかということです。

二つ目は、今の立場から今の arXiv.org のビジネスサ

ステナビリティはどのように見えるかということです。

Taxation model と呼ばれることもありますが、会員制

で、会員からお金を集めて、その代わり公共にフリー

に出すというモデルについて、ご自身の見通し、パー

スペクティブを教えてください。 

 

●Gordon まず、Mendeley と SSRN にはいろいろな

選択肢があったことを言っておくべきだと思います。

正直なところ、資金的にはもっといいオファーがあっ

たのですが、SSRN の発展にとっていいものではあり

ませんでした。この部屋の中で、20 年以上同じ仕事

をしている人は何人いますか？ ほんの少しだけです

ね。それだけ長い間何かができるということは、大好

きだからやっているということです。いろいろな問題、

いろいろなフラストレーションにもかかわらず、続け

ていきたいわけです。私たちは、できる限り SSRN を

今のまま続けていくことを保証できる取引を構築しま

した。 

 客観的に見てみると、Elsevier もその他の全ての出

版社も変化していることが分かります。愚かな人たち

ではありません。秘密の部屋で意思決定をしているわ

けではありません。あらゆることがオープンなところ

で起こっています。みんながいろいろなことをしてい

て、私たちの誰も、20 年後、10 年後、あるいはたっ

た 5 年後でさえ、未来がどうなっているか分かりませ

ん。私は自分のチームや、Elsevier 内の他の人たちに

も、「今はクレイジーな時代だ。それを受け入れるか、

そうでないなら違うことをしなさい。でも、重要なの

は間違った答えは存在しないということだ。このこと

を毎日理解しておく必要がある」と言っています。 

 最初のご質問に戻りますと、私は学会やその他の会

員制組織と過ごす時間が多いのですが、皆さん会員の

維持に苦労しています。会計学を学んだ身としては、

このようなビジネスモデルは採用しません。ですが、

毎年何十万マイルも飛び回って、あらゆる場所でここ

にいる皆さんのように賢い人たちの話を聞いている身

ですから、私が間違っている可能性も大いにあります。

もっと大切なことは、このような方々の成功を、私は

心から願っているということです。 
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 私の名前は生長（おいさき）と読みます。大学で教

員を務めていますが、本業は実験化学の研究者です。

バイアルやフラスコに化学物質を混ぜてものをつくる

ということをやってきました。自分なりの立場からこ

のプレプリントについての見方や意見、将来どうなっ

ていくかということをお話しできればと思います。 

 

1.自己紹介 

 私の専門は薬学の中でも有機合成化学という分野で

す。もっと狭い話をすると、触媒反応開発という分野

になります。一番皆さんになじみのある研究者の名前

を挙げると、2010 年にノーベル賞を取られた、クロ

スカップリングの鈴木先生や根岸先生の分野に一番近

いです。この薬という複雑な構造を持った有機化合物

に対して、もっと良いものにしたい、どうやったら効

く分子になるかということを考えていろいろ加工して

いきます。 

 これを一度にやろうとすると大変なのですが、魔法

の粉といいますか、特殊な化学反応を進行させるよう

な触媒を自分たちの手でテーラーメイドし、ショート

カット反応を起こして薬を効率的に供給したり、今ま

でアクセスできなかった構造の化合物にアクセスでき

るようにしたりしようという発想で研究をしています。

この触媒を開発するというのが私の主な研究テーマの

一つです。長い目で見ると、薬開発を促進させるとい

うビジョンを持ってやっています。 

 図 1 は、触媒開発の一環で出てきたごく最近の成果

で、一番分かりやすいものです。今は小さな有機化合

物だけではなく、抗体なども薬になっています。かな

り大きなサイズの分子も薬になっています。タンパク

 

 
  
 

第 2回 SPARC Japan セミナー2017 

 

 

 

化学分野におけるプレプリントの位置付け・課題等について 

 

 
生長 幸之助 

（東京大学大学院薬学系研究科/化学ポータルサイト Chem-Station 副代表） 

 講演要旨 

現行の査読システムに諸々の問題点が見えつつある状況下において、迅速な研究情報共有プラットフォームとしてのプレプリ

ント投稿が各分野で台頭しつつある。化学分野でも、アメリカ化学会主導で ChemRXivというプレプリントサーバの運営が先

日より開始され、注目を集めている。本講演では、プレプリント投稿が今後化学分野でどのような普及・活用・発展を遂げて

いくのかについて、事例を参照しつつ議論してみる。演者は大学にて教員・研究者として働く傍ら、化学分野の国内最大二次

情報プラットフォーム Chem-Stationの運営にも長年関わっている。研究者とメディア運営の二足のわらじを履く立場からの

視点も併せて述べてみたい。 

生長 幸之助 
1980年徳島生まれ。2003年 東京大学薬学部 卒業。2008年 東京大学大学院薬学系研究科 博士課程

修了（指導教員：柴崎 正勝）。 同年 博士（薬学）。 2008-2010年 カリフォルニア大学ロサンゼル

ス校 化学/生物化学科（Omar M. Yaghi研究室）にJSPS海外特別研究員として赴任。2010-2016年 

東京大学大学院薬学系研究科 助教。2016年より現職（講師）。化学ポータルサイト Chem-Station

副代表（2002-）、ERATO金井分子触媒生命プロジェクト研究総括補佐（2015-2017）を兼任。 
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質なども薬になるという時代になっているのですが、

これを人間の力で加工することができれば非常に面白

いのではないか、そういう化学反応を自分たちの手で

開発しようというテーマにも取り組んでいます。 

 最近、触媒の基になる試薬がタンパク質のアミノ酸

であるトリプトファン残基にくっついて、トリプトフ

ァン選択的に化学反応を起こすというものを開発しま

した。これを使って抗体薬を化学修飾して、もっと強

い効き目を持つ抗体薬に変えるという研究にも現在取

り組んでいます。 

 このように化学反応ベースで新しい薬に道を付けよ

うという考え方で研究をしている人間です。 

 

2.Chem-Stationについて 

2-1.運営体制 

 ここまでが研究の話なのですが、これ以上に私は長

年 Chem-Station という化学のサイトの運営に携わって

います。 

 Chem-Station は図 2 のような見た目のウェブサイト

です。「ケムステ」と検索を打てば出てきます。これ

は一体どういう化学サイトかというと、日本最大のア

クセス数を稼いでいる、化学の情報を集約してまとめ

て発信する、いわばポータルサイトと呼ばれるもので

す。 

 設立は 2000 年で、私は 2 年目ぐらいから、約 16 年

研究室に入る前からずっと運営に関わっています。こ

のサイトは「化学とウェブの融合」という大きな目的

を掲げていて、将来的に化学とウェブを融合させるこ

とができないかということを考えて日々やっておりま

す。具体的には、ウェブにたくさん存在している化学

に関する情報を分かりやすい形でまとめて提供すると

いうことをほぼ人力でやっている形になります。 

 これだけ長く続けているので、知名度も最近すごく

上がってきて、アクセス数が 80 万～240 万 pv/月とな

っています。 

 公開ページ数も、これは蓄積の産物だと思うのです

が、5,000 ページを超えていて、ボランティアも含め

ていろいろなスタッフの方にご協力いただいています。

パーマネントのスタッフはおらず、本業がある中で協

力いただいています。 

 運営も、ある程度持続可能なものにしたいため、ア

クセス数があるページなので、スポンサーから広告を

出してもらって、サーバー代、記事のお金に換えてい

くというようなやり方をしています。化学系の会社と

長いお付き合いがあります。 

 私は副代表という位置付けで、代表は早稲田大学理

工学術院准教授の山口潤一郎さんです。彼がサイトを

立ち上げて、私が後で加入しました。二人が一番古株

なので、代表、副代表という関係でずっとやっていま

す。最初はスタッフの数は 2 人ぐらいしかいなかった

のですが、年を追うにつれて知名度が上がって、やり

たいという人も募れて、今ではスタッフの数が 100 名

を超えています。他にもサポートしてくださっている

方がたくさんいます。 

（図 1） 

最近の成果：タンパク質の化学修飾法

Seki, Ishiyama, Sasaki, Abe, 
Sohma, Oisaki*, Kanai* 
JACS 2016, 138, 10798.

新反応の
創薬応用

in progress.

トリプトファン選択的修飾反応の開発とADC創製への応用

”Super-natural” Protein

（図 2） 

日本最大の化学ポータルサイト

ケムステ

『Chem-Station（ケムステ）』とは？
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 このサイトを運営しているのはどういう方かという

と、基本的には皆さん本業があって、ボランティアに

近い形でやってくださっている方が多いです（図 3）。

これはかなり特徴的かと思うのですが、実際にスタッ

フがどういう学歴を持った方かということをまとめ直

してみると、博士課程の学生か、博士号を既に持った

方が約 7 割を占めて、そういう人たちが化学のウェブ

上の記事や専門的な文献などを読んでまとめて日本語

で記事をつくってオープンにするという作業に関わっ

ています。スタッフの目がしっかりしているというこ

とで、信頼性も担保されています。 

 もともと研究的な視野から出てきているサイトなの

で、研究者に役立つ情報を分かりやすく提供しようと

いう考え方がかなりあり、必然的にスタッフの本業も

研究であることが多いです。端的に、ケムステをつく

っているのは研究者であると言うことができます。 

 

2-2.発信内容 

 研究者がどういう情報を発信しているのかというと、

実は研究者専門というわけではなく、一般市民にも分

かるぐらいのところまでカバーして、スタッフの書き

たいようにやってもらっています（図 4）。研究者な

らではの視点からその情報を読み解いて、分かりやす

く文章にして発信するブログを書いたり、ニュースの

形で紹介したりします。ニュース自体は一般の新聞が

取り上げているものなのですが、それに例えば化学者

ならではのコメントを付けて、解釈して出してあげる

ことで付加価値が出ています。 

 こちらも特徴的ですが、化学者ならではの必要な情

報を整理してまとめ上げたデータベースをつくってい

ます。かなりアクセス数があります。また、化学者が

つくっているサイトということで、有名な化学者はど

ういうことを考えて研究に取り組んでいるのか、毎日

どうやって過ごしているのかという生の声をお届けす

るようなコンテンツもあります。サイエンスコミュニ

ケーションの走りのようなことをずっとやってきて、

今そのような形で認知されているというサイトです。

今は大変バラエティに富んだコンテンツが提供されて

います。 

 ある化学情報を、日本人に分かりやすいように日本

語で発信するということに一番ニーズがあります。し

かし、外国にも届けないと、日本の化学がいくら良い

ものでも、全体として知名度が上がらないですし、外

国からクレームが付いたときに反論できる土壌がない、

そういうことが実際に別の件であったので、そこに問

題意識を向けました。基本的には日本語のサイトを英

語化して、中国人スタッフを抱えて中国語に翻訳して、

二つのサイトを並走させながら日本の化学というもの

を世界に発信していくということもしています（図

5）。 

 また、サイエンスコミュニケーションの一環だと思

いますが、化学が一番注目を集める時期はノーベル賞

受賞の時期かと思います。それに合わせて、Chem-

Station が旗を振って、誰がノーベル化学賞を取るのか

（図 3） 

博士

49%

博士課程
28%

修士
20%

学士・その他
3%

スタッフの学位

約8割が博士とその卵

企業研究員
34%

学生
31%

大学教員
25%

博士研究員
6%

その他
4%

スタッフの職業

ほとんどが研究者

研究者がケムステをつくっています

誰が運営してるの？

（図 4） 

化学者によるブログ、化学ニュース

化学データベース

化学者へのインタビュー

化学者の日常・最新化学・ニュース・科学機器や
情報コンテンツ・キャンペーン情報など

人名反応・化学者・化学用語・化学史跡・
身近な分子・元素

第一線化学者・若手化学者・海外留学者など

全部で20以上のコンテンツ

何を発信しているの？
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という予想投票企画を Facebook の機能を使って行っ

ています。今年は 500 票ぐらいアンケートが集まりま

した。Facebook を使っている人が気軽にワンクリッ

クで誰がノーベル化学賞を取るかいうことを投票でき

るような企画です。当たったら賞金が出ます。 

 それと並行して、ノーベル賞が発表されたら、どう

いう人たちがノーベル賞をどういう業績で取っている

のかということを日本語の記事にしています。 

 普通の日本のメディアだと、日本人が取らない限り

は情報がなかなか出てこないのです。私たちはそれは

どうかと思っていて、ノーベル賞を取った素晴らしい

業績なのだから、ぜひみんなにも知ってほしいという

ことで、今年はクライオ電子顕微鏡について、自分の

勉強も兼ねてきちんと調べて、日本の記事として書い

ています。それが巡り巡って化学を皆さんに知っても

らうような活動になっているのではないかと信じて、

毎年やっています。 

 基本的にはそのようにウェブベースでの活動をして

いるのですが、リアルの活動にも少しずつ進出しはじ

めています。図 6 の上は、科学技術振興機構が開催し

ている、「サイエンスアゴラ」というサイエンスを土

台にしたお子様向けのお祭りです。それに Chem-

Station のブランドで参加し、化学実験のブースをつく

って、化学は面白いということをお子さんやそのご両

親に体験していただくということをスタッフ主導でや

っています。 

 また、このケムステというサイトは若い人がかなり

見てくれていることが特徴です。30 代以下が読者と

して多く、それに日本化学会が目を付けました。日本

化学会年会は毎年行われている学会で、懇親会も開い

ていますが、若者向けがない、開催してもおじいさん、

おばあさんしか来ないという実情があったようで、何

とか若者を引き留めたいということを、当時会長だっ

た玉尾皓平先生が考えたのだと思います。そこでうち

の代表に話を持ってきて、ぜひケムステ主導で若者の

懇親会をつくってほしいということで実際に実現した

のが「ケムステイブニングミキサー」というものです。

下の写真は今年 3 月の懇親会の様子で、このときは

500 人ぐらい集まりました。 

 なぜこんなに集まったかというと、マグロの解体シ

ョーを代表が自腹を切って企画したからということが

あります。これを見たいがためにいろいろな学生たち

が来て、大盛況になっていました。これは代表の企画

力がすごかったという一例かと思います。 

 というわけで、Chem-Station のようなサイトは日本

にはほとんどありません。本当に唯一無二と言っても

いいぐらいのレベルでやっているとわれわれは自負し

ています。その中でグローバルな発信も視野に入れな

がら、みんな本業がある中でやってくれているので、

そこまで進むかどうかという問題はあるのですが、で

きれば世界一の化学メディアを目指していきたいです。

社会に化学の情報を行き渡らせて、化学の好きな人を

増やしていきたいというビジョンを持って続けており

ます。 

（図 5） 

ケムステ国際版・中国語版の公開 → グローバルな情報発信

ノーベル賞投票企画@FB → お祭りイベント化で化学を知る契機へ

何を発信しているの？

（図 6） 

サイエンスアゴラ出展 (過去2回)

ケムステイブニングミキサー＠日本化学会年会(公式行事化)

何を発信しているの？

リアルイベントへの進出
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3.化学とプレプリントサーバー 

3-1.化学系プリントサーバーChemRxiv 

 ここから今日の本題に入ります。ケムステという活

動をしていて、プレプリントサーバーというものに個

人的に興味を持ち、まとめて紹介記事を書きました。

これがプレプリントサーバーについてここで話すこと

になったきっかけです。 

 最初に書いたのは、化学系プリントサーバー

ChemRxiv の設立が決まりましたというイントロ記事

です（図 7）。これはまだできていない段階で取り上

げて、化学のみんなはプレプリントサーバーを多分知

らないだろうなと思ったので、プレプリントサーバー

とはこういうものなのですよという追加の記事を付け

ました。 

 実際にベータ版ができるということが分かり、やり

はじめましたということをニュース記事にして、ぱら

ぱらと見てみた感じの注意点などもまとめたブログ記

事を研究者向けに出しました。この ChemRxiv が化学

系のプレプリントサーバーとして米国化学会の手によ

って設立されて運用が始まったのが 2017 年 8 月の話

です（図 8）。 

 先ほどの Gordon さんのお話に出てきたような、

SSRN 主導で化学分野のプレプリントを集めるという

ことも今まさに始まらんとしています（図 9）。こち

らも 2017 年 8 月にアナウンスが出たところです。 

 SSRN のことは横に置いておいて、ChemRxiv に話を

絞っていきたいと思います。やはり始まったばかりの

取り組みで、活発に ChemRxiv がコミュニティで使わ

れているのかと言われると、まだまだこれからという

実感はあります。 

 図 10 は ChemRxiv のサイトから引用したスタッツ

です。ChemRxiv の 2017 年 8 月 10 日から 10 月 15 日ま

（図 8） 

化学系プレプリントサーバー”ChemRXiv”

2017年8月14日、米国化学会（ACS）は、化学分野の
プレプリントサーバー“ChemRxiv”のベータ版を公開。

https://chemrxiv.org/

（図 10） 

化学コミュニティにおける活用状況

ChemRXivのStats (2017/8/10-10/15)

全投稿数＝82報。普及はまだまだこれから

（図 9） 

化学系プレプリントサーバー”ChemRN”

2017年8月7日、Elsevier社は、化学分野の
プレプリントサービス”ChemRN”を開始。

https://www.ssrn.com/en/index.cfm/chemrn/

（図 7） 

ケムステ上でもいち早く動向を紹介

2016/9/1 ケムステニュース

2017/8/19ケムステニュース

2017/8/24スタッフブログ
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でのアクセス数は 46,575、ダウンロード数は 5,472 で

す。この短い 2 カ月の期間で、私が確認した最近の論

文投稿数は全部で 82 報で、arXiv.org の 11 万報とは雲

泥の差です。これはできたばかりなので仕方がない、

まだまだこれからだとご理解いただくしかないと思い

ます。 

 

3-2.プレプリント投稿のメリット 

 プレプリント投稿の大きなメリット（図 11）は、

とにかく査読過程がスキップできて、素早い情報交換

が行えるということです。ただ、査読を終えていない

ので考えて使ってくださいということです。また、誰

が最初にその仕事をしたかということが査読を経てい

る間にうやむやになっていかないということが大きな

ポイントかと思います。査読中に、アイデアの盗用と

いうことが問題になると思うのですが、ある程度はそ

れも防ぐことができるということです。そして、オー

プンアクセスのモデルなので、ユーザーにとってはコ

スト的にありがたい取り組みです。誰でも最先端に近

い情報が広く手に入るということで、よいところがあ

るため、化学分野でもこれをやっていこうという流れ

になりつつあります。 

 査読期間については、今まで化学の分野ではそれほ

ど問題になっていませんでした。追試がしやすく、バ

イオ系に比べたら実験期間もそれほど長いわけではな

いので、リバイズもそこまで時間がかからなかったの

です。けれども、最近様変わりしてきているのではな

いかという実例を挙げたいと思います。図 12 は私が

関わった論文で、ファーストオーサーが ERATO のフ

ァンドで雇われていたポスドクの方で、星が付いてい

る方はグループリーダーです。ERATO は 5 年間のフ

ァンドなので、5 年後には 2 人ともどこかに職を探さ

なければいけません。当然ながら追い詰められながら

仕事をします。3 年ぐらいのときに論文が出せそうだ

ということで、Nature Chemistry に投稿しました。そ

こからレフェリーに相当シビアなリバイズ要求を送ら

れました。リバイズ 3 ぐらいまで行ったと思うのです

が、結果として、レシーブが 2014 年 9 月、アクセプ

トが 2016 年 5 月で、ほとんど 2 年近い期間がかかっ

てしまい、最終的に論文が通ったのがほとんど任期ぎ

りぎりという、考えたくもないような状況になりまし

た。 

 なぜこうなってしまったかというと、この仕事は純

粋な化学だけではなく、細胞を使うなど、バイオロジ

ーと融合した面もあり、時間のかかる実験がたくさん

あって、リバイズも時間がかかってしまったからです。

要求される実験量も多いという事情が化学の世界にも

たくさん出てきたことが、査読の時間が長くなってい

る背景にあるのではないかと個人的には考えています。 

 図 13 は、合成化学のトップラボのスクリプス研究

所の研究者が投稿した、複雑な化合物を斬新な考え方

で化学合成したという論文です。 

 図 14 は論文を ChemRxiv で見たときのブラウザ画

面です。論文テキストがあって、下の方にダウンロー

（図 11） 

プレプリント投稿のメリット

 素早い情報交換が行える

 先取権の明確化

 編集・出版・購読コストの抑制

時間のかかる査読過程をスキップ
（※未完成品であることには留意）

revisionもタイムスタンプで管理
査読者によるアイデア盗用の抑止力にも

オープンアクセスモデル
開かれた知の共有へ

（図 12） 

化学分野でも査読期間の長期化が懸念

【演者の関わった実例】

投稿からアクセプトまで約20ヶ月！！

時間を要する生命科学系との融合研究増が背景に

博士研究員（ 5年任期） ERATOグループリーダー
（ 5年任期）
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ドボタンがあります。更にスクロールしていくと、も

う少し詳細な情報がある画面に行きます（図 15）。こ

こでポイントになるのが、左上にある「Version2」と

いうものです。プレプリントで未完成品ということな

ので、適宜修正が入って、全部記録されて残るように

なっています。 

 左がアブストラクト本文で、右上がどのようなソー

シャル・ネットワーク・サービスで見られたかという、

Altmetrics という指標で評価されるスタッツです。あ

とはキーワード、CC ライセンス、エクスポート機能

などよくある機能が付いています。 

 論文の査読をスキップして、専門の研究者、現場の

研究者がこういうものを見られるようになったという

のは、化学の世界では革命的なことだと思っています。

プロの研究者としてどのような使い方をするか考えて

みると、一流ラボの論文投稿プロセスが分かるという

ことが非常に勉強になる点です。例えば、こういう題

材のものは最初にどういうジャーナルに出すのか、そ

こにアクセプトされなかったらどういう対策を取って

いくのか、それがリビジョンなどを追っていけばある

程度分かるようになるということで、私たちからして

みると非常にありがたい情報の宝庫です。 

 また、査読をする人の感覚も分かると思います。査

読をした人が競争相手だったので理不尽に負けたり、

「私の論文を引いていないではないか」と言って、無

理やり引用文献を付けさせたりということも実はたま

にあるのですが、そういうものもリバイズを見ていけ

ば分かるかもしれないというので、今後は査読側も考

えてコメントするようになるのではないかと思います。

無茶苦茶な査読も、ひょっとしたらこういうものがあ

ることによって減っていくことが考えられます。 

  

（図 14） 

ブラウザ画面

検索窓、投稿用リンク

論文テキスト

ダウンロード・シェア・引用・embed機能

（図 13） 

合成化学トップラボの活用事例

スクリプス研究所・Ryan Shenvi研からの報告
（V1: 2017/8/18, V2: 8/20公開）

“10-step Synthesis of 20-nor-Salvinorin A by Dynamic Strategic 
Bond Analysis.”
Roach, J. J.; Sasano, Y.; Schmid, C. L.; Zaidi, S.; Katrich, V.; Stevens, 
R. C.; Bohn, L. M.; Shenvi, R. A.*
ChemRxiv DOI: 10.26434/chemrxiv.5318188

（図 15） 

ブラウザ画面

Stats
Altmetrics

エクスポート機能
（論文管理ソフトなど）

キーワード

アブストラクト本文

CCライセンス

バージョン情報
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3-3.プレプリント投稿の注意点 

 図 16 のプレプリントは最初、「files under embargo」

という設定になっており、その間は、誰もこの論文の

中身にアクセスできないようになっていました。「プ

レプリントなのに全部隠すの？」と私は思っていたの

ですが、後々オープンになったのです。 

 オープンになって論文のフォーマットを見てみると、

「Journal of  the American Chemical Society」というアメ

リカ化学会（ACS）が出しているフラッグシップジャ

ーナルに投稿していたことが分かりました。著者はな

ぜこういうことをしなくてはいけなかったのかという

ことですが、ジャーナルごとにプレプリントの取り扱

い方が大きく違うことが原因かと思います。 

 図 17 は論文投稿規定です。例えば、「Nature Chem-

istry」は本当に有名な化学雑誌ですが、この論文投稿

規定には、「unrefereed web preprints do not compromise 

novelty」とあるので、プレプリントを出しても新奇性

は毀損されません。 

 一方で、「Journal of  the American Chemical Society」の

論文投稿規定には、「that no portion of  this or any other 

closely related work is under consideration for publication 

elsewhere in any medium」「publicly accessible preprint Web 

sites」とあり、プレプリントを出したら投稿済み扱い

にするということです。「Journal of  the American Chem-

ical Society」に出している論文はアクセスできるよう

な状態にしてあってはいけないという投稿規定がある

ので、先ほどの著者は非公開にしていたのだろうとい

うことです。 

 論文投稿規定は出版社単位ではなく、ジャーナル単

位で違います（図 18）。ACS は「Journal of  the Ameri-

can Chemical Society」以外にもジャーナルを出してい

て、その「ACS Catalysis」は触媒分野なのですが、こ

れに関しては、「プレプリントサーバーに投稿しても

大丈夫です、その代わりプレプリントサーバーに出し

たということをカバーレターなどでエディターに知ら

せてください」という一文が付いています。 

 ですから、同じ出版社の管轄ジャーナルであっても、

扱いが全然違うということがあり得るので、それを頭

に入れた上で投稿規定をきちんと読んで、投稿戦略を

練らなければといけないというのが研究者視点からの

話です。 

 考えなしにプレプリントを投稿してしまうと痛い目

を見かねないという例を挙げます（図 19）。「Nature 

（図 17） 

論文投稿規定に要注意

論文誌ごとにプレプリントの取り扱いは大きく違う！！

J. Am. Chem. Soc. (JACS)   IF = 13.8

Nature Chemistry IF = 25.9

Submission to Nature Chemistry is taken to imply that there is no significant 
overlap between the submitted manuscript and any other papers from the 
same authors under consideration or in press elsewhere. (Abstracts or 
unrefereed web preprints do not compromise novelty).

Submission of a manuscript to JACS is contingent upon the agreement by all 
the authors that the reported work has not received prior publication and 
that no portion of this or any other closely related work is under 
consideration for publication elsewhere in any medium, including electronic 
journals, computer databases, and publicly accessible preprint Web sites.

（図 18） 

出版社単位ではなく、ジャーナル単位で違う

他のACS系列ジャーナル：ACS Catalysis IF = 10.6

Editorにはカバーレターで知らせるのがベター。

J. Am. Chem. Soc. (JACS)   IF = 13.8

Submission of a manuscript to JACS is contingent upon the agreement by all 
the authors that the reported work has not received prior publication and 
that no portion of this or any other closely related work is under 
consideration for publication elsewhere in any medium, including electronic 
journals, computer databases, and publicly accessible preprint Web sites.

Posting of submitted manuscripts to preprint servers or databases (e.g. 
ChemRxiv, ArXiv) does not conflict with ACS Catalysis’ prior publication 
policies, but should be disclosed to the Editor at time of submission.

（図 16） 

先取権スタンプ目的に使ったハック例？

• 後日embargo設定が外され、原稿ファイルが公開さ
れた。J. Am. Chem. Soc.誌に投稿していたことが
判明（後述）。

• このプレプリントは「Files Under Embargo」に設
定され、投稿直後は内容を閲覧することが全く出来無
かった。
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Chemistry」はプレプリントを出しても大丈夫なので、

「Nature Chemistry」に投稿して、早く成果共有もした

いからプレプリントも投稿しました。でも、「Nature 

Chemistry」には不幸にもリジェクトされました。では

別の雑誌にということで「 Journal of  the American 

Chemical Society」に投稿しようとしたら、プレプリン

トを出してしまっているので投稿できないということ

が往々にして起こるのではないでしょうか。何も知ら

ずにプレプリントを素晴らしいと言って投稿している

と、結局損を見るのは自分だということがあり得るの

で、きちんと考えて使った方がいいという段階にある

のが化学分野の現状だと思います。 

 

 

 

 

3-4.二次情報媒体はプレプリントをどう見て

いるか 

 私は Chem-Station をやってきて、サイエンスライタ

ー、サイエンスコミュニケーションという視点からも

のを見るようになったということもあり、実際の論文

を分かりやすく紹介する二次情報媒体が、このプレプ

リントをどう見ているかについてお話しします。 

 「C&EN」という ACS の二次情報誌は、ChemRxiv

に掲載された、論文になっていないプレプリント段階

の研究を、2017 年 9 月 1 日に、素晴らしい仕事だと

紹介して宣伝しています（図 20）。DOI 識別子も付く

ので、皆さんここに飛んで見てくださいねということ

も言えるようになっている仕組みです。 

 サイエンスライターの感覚からしてみると、プレプ

リント段階でも宣伝 OK とするスタンスは合理的だ

と思います。というのも、サイエンスライターは、研

究自体の正確性を追究するのが仕事ではなく、研究と

いうものを分かりやすく面白く伝えて、みんなの興味

を引くことが仕事だからです。長いとみんな読んでく

れないので、興味を引くには、ある程度簡単に文章を

つくってお届けしなければいけない。でも、正確性を

ひたすら突っ込まれると困るということで、みんなそ

こは頭を使って苦労してやっています。 

 そういう事情があるので、プレプリントなのだけれ

ど、プレプリント以降のものと比較してどこまで違う

のかというと、プレプリント段階でもサイエンスライ

ター的には十分使っていい情報なのではないかという

（図 20） 

二次情報媒体はどう見ているか？

アメリカ化学会の
二次情報誌C&ENが
ChemRXiv掲載
プレプリント段階の
研究紹介記事を公開
（2017/9/1）

DOI識別子も付くので
一次情報へ誘導可能

（図 21） 

サイエンスライターとしてのスタンス

現行の学術情報系における問題：

原著論文（一次情報）へのアクセスが難しい！

論文を裏取り目的で使いたい、優れた研究論文を日本語で
解説記事にしたいと思っても、一般人は簡単に入手できない。
（購読料が高いので専門の研究者ですらしばしば入手困難）

→ コネ経由もしくは海賊版サイトによる融通が横行。

オープンアクセス論文であれば、現実的なタイムスパン・
コストで参照できて好ましい。

（図 19） 

化学者あるある？な落とし穴

Nature Chemに出すよ！
↓

早く成果共有したいからプレプリントも投稿！
↓

Nature Chemに投稿した・・・が不幸にもリジェクト
↓

じゃあ次はJACSに投稿・・・できないじゃん！！

考え無しにプレプリント投稿してしまうと
痛い目を見かねない例
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感覚になるのも無理はないと思います。本当にそれ以

上のレベルの厳密さが必要であれば、専門家に監修し

てもらうというのが合理的だと思います。 

 サイエンスライター的に少しきついなと思うのが、

原著論文（一次情報）へのアクセスができないという

ことです（図 21）。これは本当に大変で、サイエンス

ライターも正確性に気を使うのですが、正確な情報を

得たいと思っても論文に手が届かないということで、

やはりオープンアクセスの論文があるといいというの

がみんな思っていることではないかと思います。 

 でも、オープンアクセスジャーナルに出すのは結構

大変だというのを知ってほしいので、表をつくりまし

た（図 22）。これは化学系の代表的なジャーナルのゴ

ールドオープンアクセス化費用です。「Nature Com-

munications」がとてもお高くて約 66 万円です。参考

額として、私たちが取れるような若手の科研費の直接

経費は 2 年間で 350 万円です。これに 1 本出すと 1 年

間の研究費の 3 分の 1 が吹っ飛ぶということで、事実

上これはもう選択肢に入ってきません。でも、これは

よくプレスリリースなどになり、良いジャーナルであ

ったりしますから、若手は困ったなということになっ

てしまうと思います。 

 この辺のお金の配分も考える余地があると思うので

すが、事実上プレプリントで上げて、きちんとした査

読システムを通るのであれば、プレプリントでいいの

ではないかと私たちは思わなくもありません。そろそ

ろ良い査読システムができないかということで、いろ

いろなところで取り組みをしています。 

 最近、「Synlett」という有機合成化学のジャーナル

が、インテリジェント・クラウド査読というものを始

めました（図 23）。100 人ぐらいの査読者にクラウド

で議論させて結論を出すというものです。これで結構

早く片付くのではないかというアイデアです。レビュ

アーをきちんと選ぶことが重要らしいです。エディタ

ーはきちんと誰が査読しているか分かっているので、

査読者が変なことを言わないようにしているというこ

とが重要なようです。 

 最後の結論です（図 24）。今のところプレプリント投稿

の勃興・台頭まで来ているので、ジャーナルごとに対応が

違うと困るので、ジャーナルがプレプリント対応の足並み

をそろえ、そこからプレプリントに合った査読システムが

できてくれば、いい感じでわれわれの専門知が世の中に広

がっていく世界が出来上がるのではないかと考えています。 

（図 23） 

インテリジェント・クラウド査読

出版後査読と従来型査読のいいとこ取りを狙っている。
プレプリント投稿と相性が良い、次世代型査読システム？

Nature 2017, 546, 9. (2017/5/30)

有機合成化学の専門ジャーナルSynlett誌による実験的取り組み

レビュアーは編集委員会の推薦と自主的に参加する研究者100人で構成され、
出版後査読のように、オンライン上で論文にコメントしたり、他のレビュアーの
コメントに返答することができる。スピーディーな査読が実現するだけでなく、
コメントが匿名で行われるため、査読者によるバイアスのない、率直な意見交換
が期待できる。（STI Updates 2017/6/15より）

（図 24） 

今後想定される流れ？（個人的見解）

現行の査読・出版システムの弊害

↓

プレプリント投稿の勃興・台頭（イマココ）

↓

雑誌がプレプリント対応に足並みを揃える

↓

プレプリントにマッチした新査読システム

↓

真に有益なOAエコシステムの実現

↓

世界に開かれた、authoritative知の共有

（図 22） 

OAジャーナルの研究費圧迫問題

図書館予算をオープンアクセス費へ振り替えても・・・
• ジャーナルを置かない図書館の存在意義とは？
• 科研費（＝税金）が海外出版社に流れ続ける問題
• 金欠の若手研究者は良いOAジャーナルに出せない？

適した査読システムさえあれば、プレプリントでもいい？

化学系フラグシップジャーナルのOA化費用

参考：http://orgchemical.seesaa.net/article/438449600.html

ジャーナル 価格

Chem. Sci. (英国王立化学会) 約15万円（1000ポンド）

Angew. Chem. Int. Ed.
（ドイツ・Wiley）

約33万円（2500ユーロ）

J. Am. Chem. Soc.（アメリカ化学会） 約17万円（1500ドル、ACS会員限定）

Nature Commun.（Springer-Nature） 約66万円

参考：科研費若手（B） 直接経費 350 万円/2年（※100％充足率）
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●フロア 1 プレプリントを普及させるという観点で

のお考えをお伺いしたいです。 bioRxiv にしても

ChemRxiv にしても、それなりにサイエンスの分野で

は受け入れられていると思うのですが、国内の日本語

雑誌の話ですが、私自身、日本語の解説記述というか

オピニオンのようなものを、編集者とやりとりして、

プレプリントとして公開したものも投稿するというの

で、figshare を使って出したことがあります。その際

に編集者の方がものすごく懸念されていたことがあり

ます。プレプリントなので「ここに投稿します」と書

くのはいいだろう、でも、国内雑誌で日本語なので、

いわゆる研究家の方といいますか、別に研究職に就い

ていない方も自由に学会員であれば投稿できるという

もので、サイエンティフィックには疑問があるものも

非常に投稿が多いという問題があります。プレプリン

トで、査読済み学術論文とは異なることを世間の人は

知らないわけです。「この雑誌、この学会のものに投

稿中です」と言って出して、それが広く流通してしま

う。そして、その投稿中というものを、日本のサイエ

ンスライターが一次情報にアクセスしにくいというの

は割と話題になっていて、非常に懸念されていたので

す。 

 こういう懸念というのは、理屈上は bioRxiv にして

も ChemRxiv にしてもある程度、はねるとはいえあり

得ると思うのです。今後、プレプリントが広がる上で

そういう問題が発生し得ると思うのですが、そのあた

りについてお考えがありましたら聞かせてください。 

 

●生長 クオリティの低い論文が流通して、それを受

け止める方が間違って受け止めてしまうことによる弊

害というお話だと思うのですが、当然それはあり得る

のではないかと思います。研究者のような専門知識を

持っている方であれば、恐らくそこを補正しながら使

うことができる、別にプレプリントでも普通に査読を

経て出ている論文でも、はなからは信用しないという

目線で評価できると思うのですが、では、そうでない

方がどうやって使うかということかと思います。 

 そこは、それぞれの方に、この情報源はこれぐらい

の信頼度を持っているということを理解していただい

た上で使っていくしかないものなのではないかと個人

的には思っています。ですので、例えばサイエンスラ

イターの方でも、一次文献にアクセスできるのであれ

ば、そちらを情報源として重く捉えて文章に書き加え

たり、プレプリントであれば、この段階の情報なのだ

けれどと言外ににおわせるような表現を使って書いた

りするのが誠実な対応なのではないかと思います。 

 

●フロア 1 私は化学の分野ではないですが、化学の

分野でこの ChemRxiv は始まったばかりとはいえ、プ

レプリント業界で類似の課題は少なくとも話題になっ

ていないような気がするのです。実際の事例はありま

すか。 

 

●生長 そもそもプレプリントを専門家以外の人が使

うというケースがそこまで多くないのかもしれません。

また、日本ではまだサイエンスライターがそこまで市

民権を得ている職業ではないというのが一つ大きな問

題かと思います。これからサイエンスライターが稼い

で食べていけるような職業になるのであれば、恐らく

は長期的に見て絶対出てくる問題かと思いますが、現

段階でそこまで問題になっていないのではというのが

私の見方です。 

 

●フロア 2 NISTEP の林（SPARC Japan 運営委員）で

す。今の議論で思ったのですが、プレプリントにライ

ターが先に価値を付けて記事を書くというのは、査読

に加わる、あるいは査読に影響を与え得るのではない

かという気がします。ピアレビューが終わる前に「こ

の論文、すごい」と言ってしまったら、それは一つの

クオリティアセスメントですよね。そうすると今後ラ

イターがピアレビュー的なものにコミットするような
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社会が、日本はまだ構造的な問題でなっていませんが、

アメリカなどでは進むような気がするのですが、いか

がですか。 

 

●生長 そういうことはあり得る話かと私個人も思っ

ています。Gordon さんが講演で言っておられたよう

に、サイエンスに取り組む人がフラットになるという

思想につながっていくのではないかと思います。 

 もちろんサイエンスライターだってある程度の専門

性を持ってやってきていて、全部に全部はコメントで

きないかもしれませんが、例えばここに関してはすご

く鋭いコメントをするという人がたくさんいていいは

ずなのです。サイエンスライターの出自のようなもの

をきっちり管理して反映させるようなシステムがあれ

ば、そういうことはあり得る話かと思います。 

 

●フロア 2 却下されるようなプレプリントを取り上

げてしまうと食べていけなくなるので、サイエンスラ

イターのフィルタリングの機能というか、ブランディ

ングにもなるのではないでしょうか。 

 

●生長 そうだと思います。また、論文の価値を評価

できるサイエンスライターなのだと言えるようになる

道具にはなるかと思います。 

 

●フロア 3 NII の北本と申します。今の質問と関係

するのですが、私も昨年、プレプリントサーバーの話

を SPARC Japan でしました。やはりプレプリントは玉

石混交なので、目利きが必要になると思います。逆に

その目利きのブログを購読するようなモデルができる

のではないかと思っています。その目利きがサイエン

スライターになるのかもしれないのですが、目利きが

玉を選ぶというところで何か新しいビジネスモデルが

できたらと思うのですが、そういう構想はありますか。 

 

●生長 先ほどの「C&EN」などは本当にそんな感じ

ではないかと思います。プレプリントの段階で、大々

的に、素晴らしい研究室の誰それが仕事をして出して

いると宣伝しています。厳密に言うとこれは査読を経

ていないので論文としてカウントされないかもしれな

いのですが、ACS としてはそれが合理的だと判断した

からそのようにやっているところがあるのだと思いま

す。 

 素晴らしい若手研究者を前に出すことによって、

ACS 全体に益があるから「C&EN」がそれを担ってい

て、「C&EN」も Ph.D.を持っていて論文の目利きがで

きる編集者がたくさんいる、そういう事情があるから

できる話なのではないかと思います。そういうビジネ

スモデルを現実的なものにしていこうとすると、おっ

しゃるとおり目利きができる人材の層をもっと厚くし

ないとかなり厳しいと思っています。今後どうなって

いくかと言われると、特に日本ではどうかなというの

が個人的な懸念事項ではあります。 

 

●坊農 私から一つケムステの方で聞きたいことがあ

ります。私からしたら、大きなコミュニティに育って

いると思うのですが、ここまで大きくなった要因とは

何なのでしょうか。一つは、日本化学会と楽しそうな

ことをされたりしていることかと思います。われわれ

の生物系学会では、「特定の団体と結び付いて」みた

いなことを言われて、なかなか実現しないのですが、

そちらの方でいい知恵があれば聞かせてください。 

 

●生長 当時の日本化学会会長だった玉尾先生がそう

いうことにすごく頭の柔らかい方だったというのが、

一番大きな理由だったのではないでしょうか。もちろ

んそれまでにある程度ユーザーやリーダーの数を稼い

でいないと、また、絶大な学生からの信頼を勝ち得て

おかないとそうはならなかったとは思います。 

 それは、私たちは兼業で十何年とやってきて、進み

が遅いながらもブランディングを重ねてきたというと

ころがあります。もう一つ、そのブランディングに信

頼性を与えているものがあるとすると、代表にしろ私

にしろ、研究者が本業で、教育にもコミットしないと
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いけない人材である大学教員という肩書きを持った人

がやっているということだと思います。適当にやって

いるわけではないというのを言外で感じていただけて

いるところもあるのではないでしょうか。 

 

●フロア 2 化学会にいた人間として言わせてくださ

い。なぜかというと、代表、副代表とも素晴らしい研

究をしているからなのです。2013 年に代表の山口先

生は日本化学会進歩賞も受賞しています。学会の中で

も研究者として非常に優れたお二人だから信頼性があ

って、広がっているのです。多分、本人は言いづらい

と思うので（笑）。 

 

●坊農 補足をどうもありがとうございます。そこで

ちょうど時間になりましたので、これで終わりにした

いと思います。どうもありがとうございました。 
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 先ほどの生長さんが化学分野だったので、私は生命

科学分野のプレプリントの現状等についてご紹介した

いと思います。 

 

1.自己紹介 

 今はデータベースセンターでコンピュータを相棒に

して仕事をしていますが、学部・大学院時代は、細胞

などを相手にして顕微鏡を見ながら実験をするという

スタイルで研究を進めてきました（図 1）。それを、

生物業界だけかもしれませんが、wet 研究といいます。

一方、コンピュータをメインに使って生物学の謎を解

いていくことを dry 研究といって、最近は wet と dry

の融合という話が頻繁に出てきます。 

 そういう意味では、私はもともと wet で仕事をして

きたというバックグラウンドがあります。皆さんもた

くさんお持ちだと思いますが、脂を貯める脂肪細胞を

 

 
  
 

第 2回 SPARC Japan セミナー2017 

 

 

 

生命科学分野におけるプレプリントの 

位置付けや経験について，統合 TVについて 
 

 
小野 浩雅 

（情報・システム研究機構 ライフサイエンス統合データベースセンター） 

 講演要旨 

生命科学分野では、2013年にはコールド・スプリング・ハーバー研究所による「bioRxiv」が立ち上がったことを契機に、こ

こ数年でプレプリントの活用が進んでいる。査読前の論文をあらかじめオープンに共有することで、特に、日々刻々と変化す

る研究情勢にキャッチアップする必要のある研究者にとって必要不可欠な基盤となりつつあり、周囲の研究者の間では、プレ

プリントの話題になることが増えてきている。演者自身はプレプリント投稿の体験はまだ無いが、論文投稿の際にあらかじめ

オープンレポジトリに全てのデータを登録・公開する経験をし、今後このようなプロセスが標準となるのではないかと考えて

いる。 

小野 浩雅 
日本大学大学院生物資源科学研究科博士後期課程単位取得退学。在籍中は哺乳類細胞における脱分

化機構の網羅的解析をテーマに研究。2010年より情報・システム研究機構(ROIS)ライフサイエンス

統合データベースセンター(DBCLS) に勤務。生命科学分野の有用なDBの使い方を動画で紹介する

「統合TV」の編集や遺伝子発現等の大規模データ解析および可視化、活用支援を行う。2012年6月

より現職（特任助教）。博士（生物資源科学）。 

 

（図 1） 
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他の細胞に変えるという研究をしていました。一番分

かりやすい例は山中伸弥先生の iPS 細胞です。あれも

結局は分化転換といって、全能性のある他の細胞に変

えるという研究でノーベル賞を取られたわけです。そ

この一分野と捉えていただければと思います。 

 この分化転換、脱分化という現象は不思議な現象な

のですが、十数年前にそこを追い掛けるにはコンピュ

ータの力を借りないといけないという状況に直面しま

した。縁があって、今日のモデレーターである坊農さ

んのところに、コンピュータで実験する手法を学びに

行ったというのが私の最初の出会いです。博士後期課

程のときに、コンピュータを使ってこういう生命現象

を解いていくということに取り組みました。 

 そして、データベースを使って生物学を解いていく

ことを推進するライフサイエンス統合データベースセ

ンターが、ちょうど私が博士の学位を取るぐらいのと

きに出来上がり、面白そうだなと思いました。周りに

は優秀な wet の研究者がたくさんいたのですが、こう

いう研究をする研究者はあまりいないのではないかと

思って飛び込んだのがきっかけです。 

 私は学生のころからアルバイトとしてライフサイエ

ンス統合データベースセンターに参画していたのです

が、当時、ライフサイエンス研究の有用なデータベー

スやウェブツールが出はじめてきていて、私はそれを

動画で紹介する試み「統合 TV」を始めました。自分

で動画を編集して、ストーリーをつくって公開してい

きました。 

 今年の 7 月か 8 月で開始から丸 10 年たち、動画が

今 1,300 本に届こうというぐらい貯まっています。私

がアルバイトで始めた当時は、1 日行って 1 本動画を

つくるという形でしたが、今はいろいろなお手伝いを

してくださる方のご協力を頂いて、私自身はつくらず、

編集者として、きちんとした内容になっているか、分

かりやすくなっているかをチェックしたり、ウェブサ

イト自体を運営したりということをしています。最近

言いはじめたのですが、これはまさに生命科学分野の

「オープンエデュケーション」ツールではないかと自

負しています。 

 もう一つ、生命科学の研究者が実際にどういうデー

タベースがあると日々の研究活動をより進められるよ

うになるかということを考え、便利なデータベースを

つくっていくことも、われわれのセンターの役目の一

つです。われわれは実際に実験をしているわけではな

いのでデータを出すことはできないのですが、既に世

界中に便利なオープンデータはたくさんあるので、そ

れを再利用して、例えば、正常組織や細胞株の遺伝子

発現データを簡単に検索できるデータベースなどをつ

くっています。クリックしていくだけで、例えばある

遺伝子が心臓でどれぐらい出ているというのが簡単に

分かります。このデータベースを RefEx と呼んでいま

す。 

 また、生命科学分野のデータベースをどうやって活

用していくかというのを、われわれは基本的にはウェ

ブで発信していくのですが、やはりフェース・ツー・

フェースで会ってハンズオンにしないと、「これは便

利だから使ってみよう」という話にはなかなかならな

いところがあるので、大学や研究所に出張して、デー

タベースの講習会をよくやっています。そこで講師と

してデータベース活用に関する教育もしています。 

 

2.DBCLS の立ち位置 

 ライフサイエンス統合データベースセンターは、長

いので DBCLS と呼ばれています（図 2）。国立情報学

研究所と同様、情報・システム研究機構（ROIS）の

（図 2） 
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中にあります。似たような研究施設として、国立遺伝

学研究所が静岡県三島市にあり、そこと兄弟研究所と

いう形になっています。 

 DBCLS は三島と柏にラボがあります。DNA を研究

者が解析したときは必ずどこかに登録しないといけな

いのですが、その日本における元締めが DDBJ という

DNA のデータバンクで、遺伝学研究所の中にありま

す。DDBJ は毎日ものすごい量のデータが集まってく

る施設です。われわれはデータベースセンターなので、

これらの「ビッグデータ」を活用するために、三島に

もラボを構えて DDBJ と密に連携しています。 

 もう一つ似たような名前のバイオサイエンスデータ

ベースセンター（NBDC）というものがあります。

NBDC は科学技術振興機構（JST）の傘下にあって、

DBCLS はここと共同研究をしています。 

 謎の組織 DBCLS をどう紹介するのが適切かと考え

たのですが、このセミナーは図書館系の方が今回多い

と聞いたので、皆さん FAIR はご存じですよね。あの

FAIR が実は、DBCLS の活動の中で出てきたと言った

ら、どうですか。DBCLS は筋がいいなと思われた方

がおられれば幸いです。見つけやすくて（Findable）、

アクセスしやすくて（Accessible）、相互運用できて

（Interoperable）、再利用できる（Reusable）、の頭文字

を取った標語です。これについて書かれた論文が

Scientific Data に出ています。 

（https://www.nature.com/articles/sdata201618） 

 このファーストオーサーである Mark Wilkinson さん

が DBCLS の片山俊明さんと仲が良く、二人の長年の

構想で実現したのが、 10 年前から行っている

BioHackathon（バイオハッカソン）というイベントで

す。今年で 10 回目を迎えました。 

 Hackathon という言葉は最近 IT 系などでよく出てき

ます。Hack と marathon の造語で、1 週間ぐらい合宿

で hacking し続けるのです。ハッキングとは悪い方の

ハッキングではなくて、コンピュータで仕事をするこ

とを hack といいます。昼は議論しながら仕事をして、

夜はお酒も飲みながら議論する、それを 1 週間ぶっ続

けでやるイベントです。ここで FAIR という概念が大

いに議論されたということがこの論文にも書いてあっ

て、Acknowledgements に、NBCD/DBCLS BioHacka-

thon 2015 のおかげでできたというようなことが書い

てあります。そういう組織、集団だと思っていただけ

ればよいと思います。 

 

3.統合 TV 

3-1.概要 

 次に、統合 TV について紹介します。統合 TV は、

生命科学分野の使えるデータベースやツールの使い方

を動画で手取り足取り解説するウェブサイトで、図 3

のようなインターフェースになっています。生命科学

研究を進める上で最低限知っておかなければいけない

バイオ系のデータベースを網羅しています。 

 生命科学分野には、バイオインフォマティクスとい

って、コンピュータを使って生命科学現象を解き明か

していく分野があります。この分野は、先ほど wet と

dry という言葉があると紹介したと思いますが、やり

たくない人はやりたくない分野で、黒い画面に緑色の

文字が流れてくると思考停止してしまう人がおられる

のですが、そういう人に向けて、「実は怖くないので

す、簡単にコピペをするだけで緑の画面を克服できる

のです」ということも紹介しています。全ての動画に

DOI を付けており、引用ができるようになっていま

す。 

 この動画は YouTube に全て同じものが上がってお

（図 3） 
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り、おなじみのインターフェースで閲覧することがで

きるようになっています。おかげさまで再生数も右肩

上がりで、90 万弱まで来ています。 

 

3-2.講習会の動画 

 動画の種類は、単純にスクリーンショットを撮って

動画の使い方を紹介するというのが最初だったのです

が、われわれはいろいろなところで講習会をしている

ので、その講習会の様子を動画で撮って、後から振り

返れるようにアーカイブしています（図 4）。講習会

では「今日は何をやります」という形で、説明書や手

順書を用意されると思うのですが、それを実際にウェ

ブサイトに載せておいて、動画を見ながら、手順書を

使って、自分の手元のコンピュータで再現できる、再

学習できるという用意をしています。このページには

DOI が付いていて、再利用できます。 

 この分野には最新の解析手法があって、今、ヒトゲ

ノムは非常に安い値段で解析できるようになっていま

す。1,000 ドルゲノムといわれているぐらいで、昔は

1 個解析するのに何百億円とかかっていたのに、今は

それぐらいの値段で、しかも短時間で解析ができるよ

うになりました。その一つのキーワードが次世代シー

ケンサー（NGS：next generation sequencer）です。こ

れが開発されたのが大きなブレークスルーだったので

すが、この解析手法が非常に難しいのです。 

 生物学はコンピュータを使わないと解析ができない

レベルになってきています。その最近の解析手法の講

習会の動画（図 5）は、コンピュータリテラシーとサ

ーバ設計の話から始まっており、そういうレベルのデ

ータを扱う必要が生命科学者の研究者の中にも出てき

たということを意味しています。後の方になると生物

学的な話になってきます。 

 この講習会は 3 年前に第 1 回があって、2014 年分

は延べ 43 時間を超えています。43 時間も YouTube の

動画をご覧になったことがありますか。1 本は 2 時間

半や 3 時間で、これでも黙っている時間などをカット

としているのです。この講習会は、1 週間通しの集中

講義形式で東大農学部で行いました。 

 NGS で職を得ることはできると思いますが、プロ

としてやっていこうということであれば、番組を最初

から最後まで見てやってみて、やっていけそうかどう

かを試してみるといいと紹介しています。毎年、時間

数が増えているのですが、今年もあって、絶賛編集中

です。 

 

3-3.生命科学分野の静止画素材 

 動画だけではなく、静止画の素材も統合 TV で提供

しています。もともとは Togo Picture Gallery という名

前の別のサービスでした。しかし、ウェブサイトが別

だとなかなか普通の人はたどり着けないというご意見

を頂き、それだったら有名な方の統合 TV にくっつけ

ようということで、1 年ぐらい前に合体しました。 

 これもわれわれのセンターでコンテンツをどんどん

つくっていくために、RA さんを呼んで手伝ってもら

（図 4） （図 5） 
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いました。ある学生が、動画をつくるのはあまり上手

ではなかったのですが、絵を描くのが非常に得意で、

「絵でもいいから描いて」という軽い気持ちで始まっ

たのですが、今や 500 本ぐらい素材がたまっています。

これはクレジットを明記するだけで、どのように使っ

ても、商売に使っても構いません。誰でも自由に、閲

覧するだけではなく、使うことができる、ライフサイ

エンス分野の画像やイラストです。種類も生命科学分

野に何かしら引っ掛かっていればよいというポリシー

でやっているので、各種取りそろえていて、研究発表

のスライドや資料などに使っていただけます。よく広

告の挿絵に使いたいというお問い合わせも頂いていま

す。 

 最近は細胞やマウスなどの 3D アニメーションも取

り込んでいます。3D プリンターをお持ちの方はなか

なかおられないと思うのですが、最近、街で 3D プリ

ンターを貸し出しているところもありますので、使っ

ていただくと楽しいと思います。 

 

3-4.RefEx（Reference Expression Dataset） 

 冒頭で紹介した RefEx は、正常組織や細胞の遺伝子

の発現量を簡単に検索できるサービスです（図 6）。

遺伝子発現解析の基準となるデータを快適に検索しよ

うというものです。キーワード検索もできますし、

「組織特異的に発現する遺伝子を見る」という欄から

臓器の絵をクリックして検索することもできます。 

 2017 年 8 月の終わりぐらいに、この RefEx に関す

る論文が出ました。奇しくも FAIR の論文が出たのと

同じ Scientific Data というデータジャーナルにです

（図 7）。これはまさにオープンアクセスです。私自

身は実はプレプリントを投稿したことはまだないので

すが、データジャーナルに投稿した経験を話したいと

思います。 

 この Scientific Data 自体も生命科学分野で珍しく、

普通のジャーナルとは違い、よりデータにフォーカス

を当てて紹介するという、チャレンジングな試みです。

もともと、研究者が出した、既存のデータベースに載

っている一次データセットを他の人が再利用しようと

するとき、適切に再利用するための情報が少ないとい

う声がありました。それを一生懸命書いても一次デー

タを出す人にとっては何の業績にもならないからです。

これでは Win-Win ではないということで、データジ

ャーナルが出てきたのだと考えています。まさに「一

次データセットについて測定の対象、方法、品質を記

述する」ために始まったジャーナルだったのです。 

 しかし、われわれは自分自身でデータを出している

わけではなく、それを再解析して使えるウェブツール

をつくっているので、この規定とはそぐわないところ

があったのですが、ちょうど運良くタイミングが合い、

Scientific Data が再利用を決定的に促進するシステムや

技術についての独自のレポートとしてアーティクルタ

イプの論文を新しく受け付けることになりました。た

だ、アーティクルで出すときも、Data Descriptor と同

じように、使ったデータについてしっかり記述しなけ

（図 6） （図 7） 
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ればなりません。 

 再解析したデータを全て DOI 付きで、全ての人が

参照できるところに出さなければいけないということ

で、われわれが使った全てのデータを figshare に公開

し、43 個ぐらいのデータセット全てに DOI を付けま

した（図 8）。 

 また、どうやって再解析をしたかというプログラム

も全てつまびらかにしなければいけないということで、

プログラマーが使うリポジトリのサイト GitHub に、

公開データの再解析に用いたプログラムや何をどう処

理したかという文書をきちんと整理して置きました

（図 9）。 

 

4.生命科学分野のプレプリントサーバ 

 次はプレプリントサーバについてです。生命科学分

野のプレプリントサーバは、bioRxiv が非常に有名で

皆さんご存じと思います。一番初めのプレプリントサ

ーバは arXiv.org でしたが、arXiv.org に生命科学分野の

ものが全て入っているかというとそうではなくて、

quantitative biology といって、一部分の生物物理寄りの

ものだけ入っていました。生命科学全般に対応したよ

うなものはあまりなかったのですが、今は図 10 のよ

うなものがいろいろ出てきているという状況です。 

 プレプリントサーバを検索できるサービスも出てき

ています。図 11 の PrePubMed は、まさに PubMed に

載る前のプレプリントを、各種プレプリントサーバ横

断的に検索できるサービスです。PrePubMed に面白い

統計が載っていたので引っ張ってきました（図 12）。

今年 9 月の最新のプレプリントの統計情報で、一月で

約 1,500 本のプレプリントが追加され、オーサーも約

750 人増えているということです。 

 このグラフで非常に面白いと思ったのは、緑色が

（図 9） （図 11） 

（図 8） （図 10） 
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bioRxiv で、面積が急激に増えていることです。

bioRxiv が出てきたのを契機にプレプリントがはやっ

てきたということが分かると思います。オーサーも、

ちょうど 2014 年ぐらいに増えてきたということが見

受けられます。 

 bioRxiv は 2013 年 11 月にアメリカのコールド・ス

プリング・ハーバー研究所が開始しました。投稿自体

は自由なのですが、論文の体を成していない、内容が

ふさわしくないというものは選別されているようです。

これはどこのプレプリントでもそうだと思いますが、

査読後に出版される前の研究成果の迅速な流通とフィ

ードバックの活性化を目的としています。bioRxiv は

現在までに 16,000 報のプレプリントが投稿されてい

ます。最近のアップデートで、有力な学術誌にそのま

ま転送して投稿できる機能も付いたそうです。e メー

ルや RSS、Twitter でのアラートシステムが充実してい

るというのが特徴の一つです。 

 図 13 が生命科学分野のプレプリントのポリシーで

す。Wikipedia にこのようなエントリーがあって、随

時更新されています。どのぐらいのジャーナルでプレ

プリントを認めるのか調べてみたら、プレプリントを

認めないところが意外と非常に少なかったです。これ

らは独立系のジャーナルで、五つぐらいはまだ認めて

いないようですが、それ以外は compatible な状況のよ

うです。 

 DBCLS の同僚の Tazro Ohta（大田達郎）さんは、

図 14 のお花見メタゲノムについての論文を bioRxiv に

投稿しています。お花見メタゲノムとは、お花見をし

て、桜の細菌叢をみんなで集めてそのゲノムを読むと

いう面白いプロジェクトです。bioRxiv に載せている

だけではなく、ジャーナルに投稿中で今リバイズをし

ている状況です。 

 bioRxiv への評価を Twitter などで見てみると、非常

に好意的な方が多いです。好意的な意見を集めてきて

いる面があるので話半分に聞いてほしいのですが、あ

る人は「bioRxiv にプレプリントを置いたら世界中か

ら反響が来て、論文はまだアクセプトされていないけ

れど、別の国際共同研究が始まった」「有名どころが

自分たちの材料を使って実験してくれていて楽しい」

ということを言っています。 

 もう一つは、実感できる内容だと思うのですが、

「読みたい雑誌の記事が有料だったから読めなかった

けれど、タイトルで検索したら bioRxiv に PDF があっ

（図 13） （図 14） 

（図 12） 
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ていて読めた、ワーイ」というコメントです。このよ

うに bioRxiv を使っている方もいるという状況なのだ

と思います。 

 

5.プレプリントのメリットとデメリット 

 最後に、生命科学分野に特化した話ではないと思い

ますが、プレプリントのメリットとデメリットを自分

なりにまとめてみました（図 15）。 

 メリットは、まず、即時性があること、オープンア

クセスであること、アイデア・発見の先取権が取れる

ことが挙げられます。また、今はみんながスマートフ

ォンを持ち歩いている時代で、気軽に SNS で情報が

行ったり来たりしているので、注目されるというメリ

ットが一つあると思います。さらに、それによって幅

広いフィードバックが得られます。 

 もう一つは、新奇性のないデータを発表できるとい

うことだと思います。生命科学に限らず、オリジナリ

ティのない論文はジャーナルベースで世にあまり出ま

せん。再現性を確認しただけの実験や、やってみたの

だけれどうまくいかなかった実験は、既存の媒体に載

りづらい性格のものですが、既存のジャーナルのアー

ティクルの形式にのっとった形で公表できる媒体はメ

リットだと思います。 

 デメリットは、不正確な研究成果がたくさん出てき

てしまう懸念があることです。また、コアのアイデア

を盗まれて転用されてしまうことを心配する現場の研

究者の声もあるように思います。そして、権威がない

というか、今までの既存の評価軸に乗らないところが

あるので使いたくないという意見もあるように聞いて

います。 

 

 

 

●フロア 1 NICT の研究者です。生物はプレプリン

ト文化を先進的に切り開いてこられたということで、

学会内でどの程度コンセンサスがあるのか、若手は業

績に対して安心感を持ってできているのか、研究者の

日常の目線から見るとどんな感じかを共有いただけた

らありがたいです。 

 

●小野 私が見聞きしている範囲ですが、やはりまだ

「プレプリント、ああ、何か聞いたことあるね」とい

うレベルが平均的な生命科学系研究者の感じ方だと思

います。今のところはアーリーアダプター、アンテナ

の感度が良い人が、先ほど紹介した Twitter もそうで

すが、たくさん発信もして、発信されたものも受け取

っていて、「いいね」という雰囲気になっているのだ

という感じがしています。それが学会としてとか、普

通のインフラとなっていくには 2～3 年、あるいはそ

れ以上かかるかもしれません。 

 評価されるということに関しては、例えば科研費の

申請書には、bioRxiv に挙がっているけれど、「（査読

なし）」ときっと書くわけですよね。それを見た評価

者が、「何だ、査読なしでは駄目だ」と評価するのか、

「プレプリントを使っているとはなかなか筋があるな」

と捉えるかどうかという、評価者個人がどう思ってい

るかにまだ依存するところがあると思います。そこで

どのようにコンセンサスを得ていくかは、生命科学に

限らず、学会なり、国なりがどういう施策をしていく

かということに依存するのではないかと思います。 

 

●フロア 2 NBDC の職員です。小野さんがご存じか

どうか分からないのですが、「Nature」の記事だった

と思いますが、bioRxiv に載っている論文は、厳しめ
（図 15） 
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のライセンスを付けている人が多いということが載っ

ていました。クリエイティブ・コモンズ（CC）を付

けることもできるのですが、そもそも CC を付けずに

普通の権利を付けていたり、CC でも特に厳しい改変

禁止を付けていたりするものが非常に多いという話が

あります。 

 一方では、どうもその記事を読んだ印象では、

bioRxiv のポリシーでは論文に関してはテキストマイ

ニングが全てフリーで行えるということなのに、大半

の著者はそのことを意識せずに投稿しているのではと

思うのですが、その辺について聞いたことはあります

か。 

 

●小野 私もその話を聞いて、「へー」と思ったとこ

ろです。やはりまだ bioRxiv についても、行き届いて

いないという批判的な記事も見つけました。プラット

フォームとして今一番有名なのでみんなこれを使って

いますが、まだ知らないでライセンスを付与している

ところがあるので、その辺をきちんと意識してライセ

ンスを付ける、付けないという意思表示がきちんとで

きるように、まだまだプラットフォームとしての改善

の余地があるのではないかと思います。 

 

●フロア 3 NII の北本と申します。データジャーナ

ルへの投稿で解析済みデータを figshare に寄託したと

いうことについて、例えば DBCLS そのもので公開す

ることはできないのかということと、日本のデータが

figshare に流れてしまうことについて、こうしたらい

いのではないかという意見をお願いします。 

 

●小野 非常に重要なご意見ありがとうございます。

われわれは公開リポジトリに出したのですが、

Scientific Data が認める公開リポジトリであればどれで

もいいという形になっています。NBDC のデータベ

ースアーカイブというサービスも実は Scientific Data

が認める公開リポジトリなのです。しかし、これは言

っていいのか分からないですが、やはり figshare は楽

なのです（笑）。これはインターフェース的な問題で

す。われわれも NBDC と共同研究をしているので、

日本のところに置くべきだろうというご意見を頂くの

はごもっともなのですが、やはりいざ論文を自分で出

そうとすると便利な方に流れてしまったというところ

があります。 

 ただ、「figshare に流れてしまう」という表現をされ

ていましたが、彼らが囲ってしまうわけでもないです

し、プラットフォームとして用意されているので、個

人的にはそれでいいのかなという気持ちです。NBDC

さんにはその辺を頑張っていただきたいなという思い

です（笑）。 

 

●坊農 補足します。この責任著者として言わせてい

ただきますが、これを始めたときは、NBDC でそう

いう指定はなかったのです。だから、どこかに上げな

いといけなかったので、Dryad か、figshare に上げるか

と調べたら、Dryad は有料、figshare は無料ということ

で、お金がないので figshare になりました。 

 

●フロア 4 NISTEP の林（SPARC Japan 運営委員）で

す。GitHub の例を出されたように、オープンソース

文化が特に dry なバイオサイエンス分野にあるので、

私は何となく FAIR 原則はもっと文化として取り込ま

れているイメージを持ちがちなのですが、それでもプ

レプリント文化のようなものはまだ進まないのですか。

情報系バイオサイエンティストと wet 系バイオサイエ

ンティストの差のように単純に分けていいのか、もう

少し複雑な研究者文化背景があるのか、教えていただ

けますか。 

 

●小野 まさにご指摘のとおり、バイオインフォマテ

ィクスといわれている人たちは、こういう FAIR のよ

うなものは意識していたか、していないかは別として、

頭の中にはあった概念だと思います。 

 

●フロア 4 GNU ライセンスなどはもとからそうで
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すよね。 

 

●小野 そうですね。もともとそうなので、むしろ何

でオープンではないのか、というところです。私たち

の周りでも、バイオインフォマティクスの人たちがか

んでいるものが積極的に bioRxiv などにも投稿されて

います。当然、存在も知っているし、「こういうのに

出していこうよ」「今、これが一番受けているんだよ」

という感じでプッシュしているという印象があります。

ただ純粋に、実験系のラボ、医学系のラボなどだと今

のところ「何これ」という話になっていると思うので

す。当然そういうことを教えてくれる人もいません。 

 

●フロア 4 所属する組織の文化に引きずられるので

すか。 

 

●小野 そうだと思います。周りの付き合っている人

の文化は多分にあります。おっしゃったように、IT

系というか、インフォマティクス系は全然これに対す

る抵抗はないのです。むしろ「何で出さないの」と言

われるぐらいです。ただ、それが全部の分野に適用で

きて、公開前から出していいのかという話にも当然な

るので、これが大正義というわけではないと思います。

そこは純然たる深い溝がまだあると感じています。 
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●坊農 全体議論を始めたいと思います。質問し足り

なかった方はぜひお話ししてください。多岐にわたっ

てお話しいただいたので、個別の先生へのお話なども

あると思います。 

 

●フロア 1 産業衛生学会のものです。私はジャーナ

ルの編集をしているのですが、海外の医学系ジャーナ

ルでのプレプリントサーバについて、どれぐらい広ま

っているのかなど、状況をどなたかご存じですか。以

前担当していた医学系のジャーナルで、中国からの投

稿にクロスチェックをかけたところ全部一緒になって、

結局プレプリントサーバに入っていたということがあ

りました。そのジャーナルはプレプリントサーバへの

投稿を認めないとしていたのですが、小野先生の資料

を見ると BMJ は認めているし、以前に Elsevier の方か

ら Elsevier ではほとんどが認めていると聞いたことが

あります。海外では実際にはどんな感じかお分かりに

なりますか。 

 

●小野 私も医学系ではないので残念ながら具体的な

話は分からないのですが、Wikipedia のリストを見る

と、incompatible なものは割と医学系、独立系の雑誌

が多かったです。医学系が悪いわけではないのですが、

保守的な感じがあるのかなと。先ほどバイオインフォ

マティクスの方が先に進んでいるという話がありまし

たが、そういう意味では、中身のセンシティブさに時

代が追い付いてきていないところがあるのではないか

という印象を持っています。 

 

●フロア 2 慶應義塾大学の市古（SPARC Japan 運営

委員）と申します。アメリカ国立衛生研究所（NIH）

がプレプリントに対する方針を今年出したことによっ

て、PrePubMed という動きになってきたのだと私は理

解しています。今、保守的だという話があったので少

し付け加えますが、確かに慶應義塾大学の中でどの程

度 bioRxiv に投稿されているかを見たところ、臨床医

学の積極的な投稿は目立たなくて、理工と医学系に関

わる方、それから SFC で情報科学に関わる方と医学

研究を一緒にやっている方の投稿が見受けられました。 

 

●坊農 私自身も少し医学系をやっているのと、

BMC Genomics でアソシエートエディターをしていた

こともあるので、それで見ていると、プレプリントに

出したものは、リファレンスとして挙げられることは

よくあって、普通の論文のように扱えるという反面、

基本的には査読を経ていないので信用できないという

扱いになっていたと思います。 

 ただ、小野さんの出してくれた Wikipedia の表も動

的に変わっていって、incompatible だったジャーナル

誌が急に compatible になっていくという傾向がありま

す。ざっくり探すときの参考情報としては Wikipedia

はいいと思いますが、情報のソースが最新ではないの

第2回 SPARC Japan セミナー2017 

全 体 議 論 

   坊農 秀雅 （情報・システム研究機構 ライフサイエンス統合データベースセンター） 

   引原 隆士 （京都大学図書館機構長/arXiv.org 会員コンソーシアム代表） 

   生長幸之助 （東京大学大学院薬学系研究科/化学ポータルサイト Chem-Station 副代表） 

   小野 浩雅 （情報・システム研究機構 ライフサイエンス統合データベースセンター） 
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で、実際のジャーナルの判断をそれぞれのところへ見

に行って、正しいかどうかをよく見た方がいいと思い

ます。ただ、劇的に変わっていっている現状があると

思います。 

 医学系で全く同じものを出してくるというのは、論

文の本数を稼ごうとしている人がやりがちで、そうい

うものは情報技術で対抗して取り締まることが大事だ

と、私自身やっていてよく思います。それをやり過ぎ

で逆に、前の論文と同じ手法を使った論文がはじかれ

たということが最近ありました。自分が前に出したも

のとほとんど同じということでプログラムのチェック

ではじかれてしまって、他のジャーナルに出さざるを

得ないという事態になったこともあります。 

 プレプリントで出したものと全く同じなど、おかし

いものはおかしいとチェックできるようになってきた

という点では、良い時代になってきたのだと思います。 

 

●フロア 3 国立極地研究所の図書館員です。引原先

生にお伺いします。コーネル大学で、arXiv.org のエフ

ォート管理をしながら、ライブラリの中で実際に回し

ているということですが、arXiv.org は今後、拡大路線

で行こうとしていると受け取りました。そのときに、

ライブラリで今後どのような運用体制を取っていくの

でしょうか。また、その視点から、SSRN では商業ベ

ースに移行したという話がありましたが、そちらの可

能性についてはどう考えられているのでしょうか。 

 

●引原 それは非常に微妙なところで、Gordon さん

の講演で言及のあった、SSRN が移行した理由を

Twitter で拝見したのですが、確かに経営的な問題と

いうか、人のお金の問題は大きいです。arXiv.org の場

合はタスクが増えていくのに合わせて、エフォートを

あるときは増やしたり、あるときは減らしたりしてい

ます。今、従来のシステムから新しいシステムに移る

ときに増員しています。ファンディングに対して増員

を要求してお金を付けてもらうという形を取っていて、

それは経常的ではありません。いずれそれは減るので、

その分が今度はチェックする人たちの雇用の方に回る

であろうというのが、経営状態を見ていても分かりま

す。 

 かなりの部分はオートマチックになっていますが、

iThenticate に引っ掛かったものなどのケアは丁寧にや

っているので、それが増えてきたときにどうなるかと

いうのは確かに問題かもしれませんけれども、現状は

回っていると思います。 

 

●フロア 4 NISTEP の林（SPARC Japan 運営委員）で

す。先ほど引原先生にしなかった質問を投げたいと思

います。リソースシェアという意味で、機関リポジト

リがせっかく 744、今はもっと増えているはずですが、

あるので、アーカイブの受け先を日本の場合は機関リ

ポジトリにしてしまうというアイデアはどうなのでし

ょうか。つまり、会費を払うだけではなく、ストレー

ジの置き場やナビゲーションのところのコントリビュ

ーションで組む、商業主義的なものへの対抗として考

えられるアイデアとしてそういうものが思い浮かんだ

のですが。個人的な感触で構わないのですが、そうい

う方向性をまず示さなければいけないのではないかと

いうことが 1 点と、機関リポジトリをそもそも具体的

に使うことに関してはいかがでしょうか。 

 

●引原 今年の arXiv.org の Member Advisory Board

（MAB）で、われわれ日本から、機関リポジトリに

ついてディスカッションしてほしいと要求を出しまし

た。会議の日の昼休み（13～14 時半）に昼食を取り

ながらディスカッションしたところ、リポジトリ自体

についての考え方がヨーロッパと日本とアメリカでは

違うということで、日本の場合はリポジトリがプレプ

リントサーバ的なところがあるのでその可能性はかな

りあるのですが、やはりなじまないという議論があり

ました。 

 それは機関がどこまで全体のデータベースのサポー

トにタスクを出せるかという問題があると思うのです。

今はコントロールできるミラーサイトと Amazon のク
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ラウドでやりたいというのが正直なところで、京都大

学の基礎物理学研究所にあったサーバがなくなったの

もそれが一つの理由です。今後はクラウドになってい

ったときに、日本でクラウドをどこかが管理するとい

うことは当然あると思います。けれども、現状のシス

テム開発をしている段階では、やはり全体をマネジメ

ントしたいという方が強いようです。 

 

●フロア 2 少し下世話な話なのですが、arXiv.org は

経営的には問題ないのでしょうか。慶應義塾大学の例

なのですが、arXiv.org に協力するかどうかというお金

の分担の話が来て、誰がどう払うかとなったときに、

図書館員が価値を示していくのがなかなか難しい状況

にあります。私としては arXiv.org に協力することは

いいことだろうとは考えているのですが。お金の面が

大丈夫であれば学内でもう少しいろいろ議論できます。

将来的にこれが成り立たなくなることがあるとすれば、

図書館としては何をどうすることができるのかという

ことをお話しいただければと思います。 

 

●引原 今日はお金の議論は下世話になると思って外

していたのです。ここ 2～3 年は開発の経費のことも

あって増えていますが、それはいずれ落ち着きます。

ただ、2018～2022 年のモデルとして、どれだけのユー

ザー負担を考えるかを議論した結果、利用率に応じた

負担を頼むということで今まで来ています。 

 現状では日本に負担が来ていると思えるのですが、

かなり考慮を要求しました。日本の場合はファンドを

直接アメリカに送ることは、内閣府や文科省に聞いて

みてもやはり難しいということがあって、国立情報学

研究所（NII）などが取りまとめてコンソーシアムで

払うという形態しかないだろうというのが向こうとの

認識にありました。 

 それは日本だけではなくて、アジアの多くの国が多

分そうだろうということを言っています。もし仮に日

本のファンドを、S が付いている会社などに出してい

ただいたら、これは大きな違いがあるかもしれません。 

 私の認識としては、経費を出すということと同時に、

今まで arXiv.org の単なるユーザーであった日本が発

言権を持って、いろいろな提案をしてきています。昨

年から私はかなりしていて、それで存在感を示すこと

ができています。arXiv.org を中心として、先々プレプ

リントサーバが統合していく動きになると思うのです。

そのときに発言権をかなりキープできるのではないか

と思っているので、ここは単にユーザーとしてのお金

ということだけではなくて、次のものを得るための投

資として考えた方がいいのではないかと考えています。 

 ですから余計に、例えば「ビューワーをもっとこう

してください」と発言したっていいですし、「メタデ

ータもこういうのはどうですか」と提案してもいいわ

けです。今までは単なるユーザーだったからできなか

ったので、やはりそういう方向に転換した方がいいの

ではないかと私は思っています。 

 

●フロア 5 先端医療振興財団のものです。私は医療

系に携わっていて、各学会との連携もあるのですが、

学会同士のデータシェアリングなどの課題があります。

ただ、それぞれの学会でいろいろな考え方があるので

難しいという状況だと思います。それで、日本で独自

にそういうデータベースを作成されるお考えがあるか

どうか、それをハーモナイズして海外に展開する構想

はあるか、もしないとすればどういうところが難しい

か、どの先生でも結構ですので教えていただけたらと

思います。 

 

●坊農 私たちライフサイエンス統合データベースセ

ンターは、予算規模的に基本的にはライフサイエンス

分野で多くの方に使ってもらえるデータベースの維

持・管理ぐらいしかできません。ある分野のデータベ

ースをつくることに関しては基本、関与できないのが

現状です。なぜかというと、お金というよりも、まず

人が足りないからです。そういうことをやったらいい

のにと皆さんから伺い、確かにそのとおりだと思うの

ですが、分野オリエンテッドなデータベースはその分
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野でやりたい方に始めてもらって頑張っていただいて、

困ったことがあれば、われわれが技術的にお手伝いす

るというのが現状だと思います。 

 

●フロア 5 それをもし商業ベースでどこか出版社に

お願いするとしたら、非常に高額になって、実現が不

可能になってきます。今ある海外のものを使うという

ことに関しても、それぞれの学会の先生の考え方があ

って、ここは使うがここは使わないということで、結

局ばらばらのデータベースに入ってしまって、それら

が結び付かないことが今後問題になってくると思うの

ですが、そのあたりはいかがでしょうか。 

 

●引原 データベースに関して、海外の出版社の狙い

はまずデータを取得することで、次はクロス的に AI

などを使ってマイニングしていくことなので、日本の

学会がこぞって海外のデータベースにデータを置くこ

とは非常に危険です。ジャーナルで負けたところを、

最後データで維持しているのですが、それがぎりぎり

の状態にあるということを学会の先生方に理解してい

ただかないといけないのかもしれません。 

 それをどうしたらいいかというときに、クラウドで

も、日本の NII を中心とした形でもいいですから、機

関がデータサーバをパブリックにサポートするシステ

ムを立ち上げなければいけないのは明らかだと思いま

す。それをやらずに、学会が学会の維持のためにやる

ということは危険ではないかと思われます。アーカイ

ブが商業出版に吸収されてしまったという例がありま

すが、それはアーカイブを維持するためという非常に

矮小な議論の結果だと思います。そこは学会が、デー

タのユーザーとしての研究者や企業などと協議して決

めていかなければいけないのではないかと言わせてい

ただきます。 

 

●坊農 NBDC から、公開データベースではないも

のの話はないですか。紹介していただけないですか。 

 

●フロア 6 NBDC で提供しているものとしては、私

が担当している生命科学系データベースアーカイブと

いうものがあります。これは基本的には全部公開して

いて、あまり突っ込んだ加工はできないのですが、あ

る程度再利用できるような形に持っていくことはでき

ると思います。それとは別に、エンバーゴのようなも

のですが、将来公開することを前提として、プロジェ

クト期間内はプロジェクトの中だけで共有するという

サービスも展開しているので、個別に相談していただ

ければお力になれるかと思います。ただ、基本的には、

データをこういうふうにしたいというのはそれぞれ研

究コミュニティの方に主導していただきたいと思いま

す。 

 

●フロア 7 これはデータの保存ということであれば、

また別の面があります。2017 年 11 月 6 日（月）、国

会図書館と研究データ利活用協議会（RDUF）で、デ

ータサイエンスを巡る世界の動向におけるデータのア

ーカイブといった問題について議論するので、そこで

続きの議論ができるかと思います。 

（ https://japanlinkcenter.org/rduf/events/index.html#s001） 

 活用するデータにはあまり適切ではありませんが、

データを保存するだけであれば国会図書館も使えるか

もしれません。要するに活用するデータはそういうの

はあまり適切ではないと思うのです。データとしてと

にかく保存したいというのであれば、またアーカイブ

という視点では別の策があるのではないかと思います。 

 

●フロア 4 今日しなければいけない大事な議論は、

どうやってプレプリントが各研究者コミュニティに受

け入れられるかということです。なぜ最初に物理分野

でうまくいったのか、そのうまくいった要素は他に展

開できるのか。私の分野の化学で、生長さんの話を聞

いて一つ作業仮説を立てるならば、そのコミュニティ

のトップジャーナルのエディターが受容するかどうか

ということがあり得る気がします。そのあたりはパネ

ラーの皆さんの領域でどうですか。トープジャーナル
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のエディターが「プレプリント、オーケー」と言うと、

傘下のジャーナルみんな横並びになりそうな気がして、

それが物理で起きていて、化学ではまだ起きていない

ということだと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

●生長 全くおっしゃるとおりだと私も思います。端

的に言うと、日本化学会がプレプリント投稿を受け付

けて、化学会全体でこの流れを進めようと言って、評

価基準をみんなで修正していこうという流れをつくれ

ば、時間がかかるかもしれませんが、徐々にはそうな

っていくのではないかと思います。その過程で、プレ

プリントは有益なものであるということがコミュニテ

ィに受け入れられていけばそれで問題はないかと思い

ます。でも、誰がそれをやるのだというのが難しいと

ころだとみています。 

 

●フロア 4 お隣に物理学会の関係者もいらっしゃい

ますよ。 

 

●フロア 8 物理の中でも、先頭を走ったのはやはり

高エネルギー物理なのです。ビッグサイエンスで、デ

ータは共有物という意識もあったと思いますし、何と

いってもコミュニティとしては小さいので、そこでは

合意が得やすかったということがあります。次第に物

性物理にも広がっていったのですが、私の見るところ、

その契機は、高温超伝導ではなかったかと思うのです。

あのときに研究のスピードが爆発的で、査読付きの論

文なんか待っていられないと、みんなプレプリントで

勝負したのです。それで一気に広がったというのが私

の個人的な印象です。 

 

●フロア 4 これは NII の北本さんが以前ディープラ

ーニングで紹介した例とまさに同じです。研究が早過

ぎて待っていられない。 

 

●坊農 北本さん、何かコメントはありますか。 

 

●フロア 9 NII の北本です。昨年の第 3 回 SPARC 

Japan セミナーで話したのは、ディープラーニングで

研究の速度が爆発的に速くなって、論文の査読を待っ

ていられないからみんなプレプリントに流れたという

ことです。高温超伝導と全く同じというのは今日初め

て知ったのですが、それは非常に大きな要因かと思い

ます。 

 

●坊農 どうもありがとうございます。昨年出ていな

い人にもお分かりいただけたかと思います。 

 今の、化学ではこれから起こるとか、そういう話を

聞いていて、われわれ生命科学の分野はそういう意味

では不思議な立場だと思いました。ビッグラボなどが

何かやってというところが日本ではあまり起きていな

くて、海外で分野の最先端を行っているところが最新

の機器を使ったデータなどをプレプリントで出してい

るということは、たまに聞きます。日本では生命科学

関係ではそういうことがあまり起きていない感じがし

ます。化学などは、まだ学会がきちんとオーガナイズ

する力を持っているのではないかと思いました。やは

り日本化学会に頑張ってもらって、プレプリントをや

りましょうと言うのが一番いいのでしょうか。 

 

●生長 プレプリントの普及の順番として、先に物理

があって、次に生物が来て、化学に行くという順番は

分からなくもないです。実験に時間がかかり過ぎて、

査読の速度とキャリアプランに齟齬が起きやすいのが

生物学の世界だと思っています。生物学の研究を少し

しているので、最近何となく感覚が分かるようになっ

てきました。先ほど言われていた高温超伝導の話は、

研究のスピードの方があまりに速過ぎてということで

すが、評価やキャリアパスなどの人間的なところとサ

イエンスのスピードのギャップが出てきた瞬間に、プ

レプリントが普及していくのではないかと思います。 

 化学の世界では、今までは評価やキャリアパスなど

のサイクルと研究サイクルがちょうど良くかみ合って

いたので、プレプリントの必要性がひょっとしたらな
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かったのかもしれません。けれども、化学の世界でも

生物との融合的な研究をかなりたくさんの人がやるよ

うになった結果として、プレプリントが必要という話

になったという気がしています。それをトップの方が

理解してそれをやろうとするかなとは思います。 

 

●フロア 7 北本さんの補足ですが、コンピュータサ

イエンスのプレプリントが普及したのには、もともと

ジャーナルに権威がないという事情もあります。カン

ファレンスがベースで、カンファレンスにも権威があ

るもの、ないものがあって雑多な世界です。しかも昔

からテクニカルレポートも大学ごとに出すという文化

もあって、そういうことに関してもともと無頓着なと

ころがあったのです。今までも、例えばページランク

の詳細な論文はスタンフォードのテクニカルレポート

しかないということがあったぐらいで、それがたまた

まアーカイブに載るようになったのが割と最近です。

コンピュータサイエンスの場合は逆にジャーナルにさ

ほど権威がなかったのでそういう方向に流れてもそん

なに摩擦はなかったと私は理解しています。 

 

●坊農 確かに考えてみると、私が生命科学でプレプ

リントでと例に出したのも次世代シーケンサーで、よ

り長く早く安く読もうという競争があって、早く論文

を出したがっている分野です。小野さんに出していた

だいた例も、シングルセル、1 細胞の技術という、今

競争の非常に激しいところです。生命科学の bioRxiv

を見ていても、そういうところしか出ていないような

印象を受けています。厳しい競争がプレプリントを促

すというまとめでよろしいのでしょうか。そういう競

争が化学でもいろいろありそうですが、化学だと次は

何がいけそうですか。 

 

●生長 私が属している有機合成は研究サイクルが短

い分野なので、タッチの差は当然あるのですが、プレ

プリントで評価される、されないというほどの差では

ない気がしています。どちらかというと化学はもっと

研究スパンの長いもので評価が決まってくるようなも

のが増えてきたと思います。 

 

●坊農 それでは時間となりましたので、全体議論を

終了いたします。先生方、どうもありがとうございま

した。 
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